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埼経協ニュース３５２号

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
八
日
、
浦
和
ロ

イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
本
会

会
員
代
表
者
と
埼
玉
大
学
と
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、
産
学
連
携
等
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
本
会
側
か
ら
は
利
根
会
長
、
産

学
連
携
等
に
関
心
の
高
い
十
三
社
の
会
員
企

業
代
表
者
な
ど
十
六
名
が
、
大
学
側
か
ら
は
、

上
井
学
長
の
他
、
理
事
、
副
学
長
等
の
七
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

懇
談
会
は
、
ま
ず
埼
玉
大
学
上
井
学
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

挨
拶
の
中
で
上
井
学
長
は
「
こ
れ
ま
で
も

学
内
の
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

産
学
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
産

業
界
か
ら
は
十
分
な
評
価
を
得
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
反
省
を
も
と
に
、
地
域
共
同

セ
ン
タ
ー
を
地
域
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
改
組
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
強
化
し
て
企
業
側
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
従
来
以
上
に
推
進
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
際
し
、

企
業
経
営
者
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
拝
聴

し
た
い
」
と
強
調
さ
れ
た
。

続
い
て
本
会
利
根
会
長
の
挨
拶
に
移
り
、

「
県
内
で
は
最
も
存
在
感
の
あ
る
大
学
で
あ

る
埼
玉
大
学
が
県
内
の
企
業
等
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
産
業
界
と
し
て
も
頼
も
し
い
限

り
で
あ
る
。
本
会
と
し
て
も
建
設
的
な
意
見

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
大
学
と
産
業
界

と
の
橋
渡
し
役
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

次
に
埼
玉
大
学
の
現
況
説
明
に
移
り
、
川

橋
副
学
長
よ
り
、
埼
玉
大
学
の
産
学
官
連
携

活
動
状
況
等
（
下
記
の
産
学
連
携
活
動
状
況

を
参
照
）
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
本
会
会
員
か
ら
は
、
研
究
開
発
で
の
提

携
は
も
ち
ろ
ん
地
元
企
業
へ
の
人
材
創
出
へ

の
期
待
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
懇

談
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

埼
玉
大
学
と
の
懇
談
会
出
席
者

〔
本
会
会
員
出
席
者
〕（
五
十
音
順
／
敬
称
略
）

▽
本
会
会
長

利
根
忠
博

▽
�
愛
工
舎
製
作
所代

表
取
締
役

牛
窪
啓
詞

▽
池
上
金
型
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

池
上
正
信

▽
伊
藤
鉄
工
�

代
表
取
締
役

伊
藤
光
男

▽
�
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ

代
表
取
締
役

後
藤

誠

▽
�
コ
モ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

小
森
正
憲

▽
�
住
田
光
学
ガ
ラ
ス

代
表
取
締
役
社
長

住
田
正
利

▽
秩
父
電
子
�

代
表
取
締
役
社
長

強
谷
隆
彦

▽
�
辻
井
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

辻
井
一
男

▽
�
中
川
機
器
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

中
川
文
之

▽
�
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ

代
表
取
締
役
社
長

傍
島
祥
夫

▽
�
ハ
ー
ベ
ス

代
表
取
締
役

前
田
知
憲

▽
富
士
電
子
�

代
表
取
締
役

中
込
秀
明

▽
�
ユ
ニ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
会
長

水
島
達
也

▽
専
務
理
事

三
国
雅
裕

▽
常
務
理
事

根
岸
茂
文

〔
埼
玉
大
学
出
席
者
〕（
敬
称
略
）

▽
学
長

上
井
喜
彦

▽
理
事
（
総
務
・
財
務
担
当
）
兼
事
務
局
長

丸
山
貴
志

▽
理
事
（
教
学
・
学
生
担
当
）
兼
副
学
長

加
藤
泰
建

▽
理
事
（
研
究
・
産
学
連
携
担
当
）
兼
副
学

長

川
橋
正
昭

▽
理
事
（
国
際
交
流
担
当
）・
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
長

堀

誠
人

▽
副
学
長
（
広
報
・
地
域
貢
献
担
当
）

渋
谷
治
美

▽
学
長
特
別
補
佐

町
田
武
生

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０９ 月号

日本経団連 埼玉

産
学
連
携
等
で
活
発
に
意
見
交
換

本
会
会
員
と
埼
玉
大
学
と
の
懇
談
会
開
く埼玉大学の産学連携活動状況

１．地域オープンイノベーションセンターを中心とした具体的取組
�受託研究・共同研究（民間等との共同研究） 年間約１２０件
�包括連携協定に基づく包括共同研究
�地域イノベーション推進支援のための共同研究
�研究実施のための奨学寄附金受入れ 年間約２００件
�各種技術相談 年間約２００件
�大学保有知財の紹介

２．埼玉大学産学官協議会事業（埼玉大学地域オープンイノベー
ションセンター支援組織：会員企業 １１５社、賛助会員 ４６団
体）の推進

�産学交流会、テクノカフェ、ベンチャー in さいたま等の開催
３．大学間の連携による産学官連携事業の推進
�首都圏北部４大学連合（茨城大学、宇都宮大学、群馬大学、
埼玉大学）の活動推進

４．埼玉県内各種団体との連携事業の推進
５．今後の展開

�地域産学官共同研究拠点の形成
�産学連携拠点・地域中核産学官連携拠点の認定

８・９
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

挨
拶
を
行
う
利
根
会
長

挨
拶
を
行
う
埼
玉
大
学
上
井
学
長

意
見
を
発
表
す
る
辻
井
社
長

― １ ―
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平
成
二
十
一
年
七
月
十
五
日
、
ラ
フ

レ
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
第
二
十
三
回

十
四
都
道
府
県
労
働
委
員
会
使
用
者
委

員
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

十
四
都
道
府
県
労
働
委
員
会
使
用
者

委
員
会
議
は
、
東
京
都
及
び
政
令
指
定

都
市
を
有
す
る
都
道
府
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
。

係
属
事
件
処
理
の
規
模
な
い
し
経
緯
を

ほ
ぼ
等
し
く
す
る
労
働
委
員
会
の
使
用

者
委
員
が
一
同
に
会
し
、
使
用
者
委
員

の
立
場
か
ら
、
当
面
す
る
労
働
委
員
会

運
営
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
情
報
の

交
換
、
経
験
の
交
流
及
び
問
題
点
の
検

討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
労
働
委
員
会

の
公
正
な
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
原
則
年
一
回
、
各
都
道
府
県
の
持

ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
で

二
十
三
回
目
を
数
え
、
か
つ
埼
玉
県
で

は
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

会
議
は
、
ま
ず
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長
馬
橋
隆
紀
様
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

そ
の
後
、
本
会
・
三
国
専
務
理
事
が
議

長
と
な
り
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
は
、
テ
ー
マ
討
議
か
ら
始
ま
り
、

ま
ず
、京
都
府
か
ら
提
案
の
あ
っ
た「
経

営
規
模
縮
小
、会
社
解
散
に
伴
う
解
雇
・

雇
止
め
に
係
る
あ
っ
せ
ん
に
お
け
る
金

銭
的
解
決
手
法
の
限
界
に
つ
い
て
」、

続
い
て
、
埼
玉
県
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

「
合
同
労
組
が
使
用
者
に
団
体
交
渉
応

諾
等
を
求
め
る
あ
っ
せ
ん
事
件
の
取
扱

い
に
つ
い
て
」
の
二
項
目
に
つ
き
、
各

都
道
府
県
の
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
発

表
が
あ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
各
労
働
委
員
会
の
状
況
報

告
が
行
わ
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

議
事
終
了
後
、
特
別
講
演
に
移
り
、

元
�
本
田
技
術
研
究
所
主
席
顧
問
で
、

現
在
、
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ

ー
総
長
で
あ
る
、
荒
木
純
一
氏
よ
り
、

『
挑
戦
意
欲
を
引
き
出
す
人
材
育
成
』

と
題
し
て
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
の
中
で
、
荒
木
氏
は
、
本
田
技

研
工
業
�
の
沿
革
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、

「
基
本
理
念
」、「
社
是
」、「
運
営
方
針
」

の
内
容
並
び
に
変
遷
に
つ
い
て
、
当
時

の
資
料
を
参
考
に
詳
細
な
ご
説
明
を
さ

れ
、
聴
講
し
た
委
員
一
同
、
今
な
お
生

き
続
け
る
「
ホ
ン
ダ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

ー
」
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。

な
お
、
本
県
か
ら
の
出
席
者
は
以
下

の
通
り
。

本
県
か
ら
の
会
議
出
席
者

（
敬
称
略
）

▽
三
国

雅
裕
（
本
会
・
専
務
理
事
）

▽
藤
間

憲
一

（
�
オ
キ
ナ
ヤ

代
表
取
締
役
社
長
）

▽
鹿
島

利
友

（
�
鹿
島
技
研

代
表
取
締
役
）

▽
坂
田

秋
雄

（
坂
田
自
動
車
工
業
�代

表
取
締
役
社
長
）

▽
北
風

良
雄（

ボ
ッ
シ
ュ
�

参
与
）

目

次

頁

�
埼
玉
大
学
と
の
意
見
交
換
会

１

�
一
四
都
道
府
県
労
働
委
員
会
使
用

者
委
員
会
議

２

�
副
知
事
・
県
教
育
長
新
規
学
卒
者

採
用
要
請

３

�
青
年
部
会
七
月
例
会

３

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
会
長

都

筑

信
氏

４
〜
５

�
埼
玉
県
の
地
域
最
低
賃
金
の
改
定

６
〜
７

�
第
３７
回
剣
道
大
会

８
〜
９

�
連
載
４９
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ

ト
な
話
題

北
・
西
・
南
・
中

１０
〜
１１

�
連
載
５５
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の

出
会
い
の
広
場

１２

�
連
載
第
３５
回「
も
の
つ
く
り
大
学
」

へ
よ
う
こ
そ

１３

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
４９
回

１４

�
連
載
第
９１
回
低
成
長
時
代
の
就
業

規
則
の
見
直
し
・
改
定
、
労
働
契

約
法
（
そ
の
５
）、
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
労
働
法

安
西

�

弁
護
士

１５
〜
１７

�
埼
玉
高
校
進
路
・
就
職
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
、
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金

１８

�
青
年
部
会
ゴ
ル
フ
大
会

１９

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

２０
〜
２１

�
改
正
育
児
介
護
休
業
法
、
改
正
障

害
者
雇
用
促
進
法
、
改
正
入
国
管

理
法

２２

�
事
業
だ
よ
り
、
労
務
管
理
講
座
・

改
正
労
基
法
、
連
載
１７１
回
「
こ
ん

な
時
に
こ
ん
な
事
を
！
」

２３

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音

協

２４

１１４４
都都
道道
府府
県県
労労
働働
委委
員員
会会
使使
用用
者者
委委
員員
会会
議議
開開
くく

委
員
会
の
公
正
運
営
に
寄
与

県
内
初

本
会
の
三
国
専
務
理
事
が
議
長

挨
拶
を
す
る
埼
玉
県
労
働
委
員
会
馬
橋

会
長

議
長
と
し
て
議
事
を
進
行
す
る
三
国
専

務
理
事

講
演
す
る
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー

荒
木
総
長

討
議
風
景

― ２ ―
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平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
日
、
塩
川
修
埼

玉
県
副
知
事
、
苧
谷
秀
信
埼
玉
労
働
局
長
、

倉
上
伸
夫
埼
玉
県
教
育
局
副
教
育
局
長
が
、

本
会
事
務
局
に
来
局
、
利
根
本
会
会
長
に
対

し
、
埼
玉
県
知
事
、
埼
玉
労
働
局
長
、
教
育

長
の
三
者
連
名
の
「
新
規
学
校
卒
業
者
の
採

用
に
関
す
る
要
請
書
」（
詳
細
は
下
記
記
載
）

を
手
交
し
ま
し
た
。

現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
急
速
な
景
気

の
落
ち
込
み
に
よ
る
雇
用
の
大
幅
な
調
整
が

み
ら
れ
、
有
効
求
人
倍
率
が
過
去
最
低
水
準

を
更
新
す
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
情
勢
に

あ
り
、
か
か
る
経
済
情
勢
の
中
で
、
新
規
学

校
卒
業
者
の
採
用
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
の
更
な

る
進
行
等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
計
画
的
な
人
材
の
確
保
は
、
い
か
な

る
経
営
環
境
下
に
あ
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
、
会
員
各
位
に

お
か
れ
て
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
、
希
望
に
燃
え
、
懸
命

に
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
平
成
二
十
二

年
三
月
新
規
学
校
卒
業
者
の
求
人
の
確
保
と

採
用
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

記

新
規
学
校
卒
業
者
の採

用
に
関
す
る
要
請

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

県
内
雇
用
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
急

速
な
景
気
の
落
ち
込
み
に
よ
る
雇
用
の
大
幅

な
調
整
が
み
ら
れ
、
有
効
求
人
倍
率
が
過
去

最
低
水
準
と
な
る
な
ど
、
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
本
年
六
月
二

十
日
か
ら
、
各
公
共
職
業
安
定
所
で
来
春
の

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

求
人
受
付
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
埼
玉
県
内
に
お
け
る
七
月
十
七
日
現
在

の
受
理
件
数
は
、前
年
同
期
に
比
べ
五
十
二
・

一
％
の
減
少
と
、
就
職
氷
河
期
を
上
回
る
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉
労

働
局
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
が
実
現
す

る
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
求
人
数
の
絶
対
的
不
足
の
解
消

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

来
春
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
た
ち
は
、
社

会
の
一
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う

と
、
希
望
に
燃
え
、
懸
命
に
就
職
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

仮
に
就
職
未
決
定
の
ま
ま
卒
業
を
迎
え
た

と
す
れ
ば
、
人
生
の
大
き
な
門
出
と
な
る
は

ず
の
こ
の
大
事
な
時
期
に
、
本
人
に
与
え
る

精
神
的
衝
撃
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
職
業
人
生
に
も

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
社
会
全
体
に
と
り
ま
し
て

も
、
産
業
や
社
会
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が

図
ら
れ
な
い
な
ど
、
大
き
な
損
失
で
あ
っ
て
、

深
刻
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

「
失
わ
れ
た
十
年
」
に
よ
る
惨
状
を
二
度
と

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
固
く
自
戒
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
の
中
、
新
規

学
校
卒
業
者
の
採
用
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
は
拝
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
少
子
・
高
齢
化
の
更
な
る
進
行

等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

計
画
的
な
人
材
の
確
保
は
、
企
業
に
と
っ
て

も
大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
新

規
学
校
卒
業
者
の
求
人
の
確
保
と
採
用
に
つ

い
て
、
一
層
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の

趣
旨
に
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
傘
下
団
体
及

び
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
こ
の
趣
旨
を
徹
底
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
日

埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

埼
玉
労
働
局
長

苧
谷
秀
信

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長島

村
和
男

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

利
根
忠
博
様

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
がが
七七
月月
例例
会会

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
七
月
二

十
四
日
�
午
後
、
ヴ
ァ
ン
テ
ア
ン
号
船
上
に

お
い
て
二
十
二
名
が
参
加
し
、
講
演
会
と
東

京
湾
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
懇
親
会
の
二
部

構
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
講
演
は
「
内
部
統
制
と
リ
ス
ク

管
理
」
と
題
し
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
プ
リ
ン
シ
パ
ル
の
前
田
毅

氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
松
本
伸
一
郎
副
部
会
長

（
松
本
商
会
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執

り
行
わ
れ
た
。

最
初
に
古
川
元
一
部
会
長
（
川
口
土
木
建

築
工
業
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、

司
会
に
よ
り
講
師
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

前
田

毅
氏
は
、昭
和
五
十
七
年
、現
り
そ

な
銀
行
に
入
行
、平
成
十
八
年
、り
そ
な
総
合

研
究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
プ
リ
ン
シ
パ

ル
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
氏
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実
績
と
し
て
は
、
株
式
上
場

支
援
（
事
業
計
画
策
定
・
社
内
体
制
整
備
・
規

定
整
備
・
予
算
管
理
制
度
構
築
）、
事
業
再

編（
会
社
分
割
・
合
併
・
Ｄ
Ｅ
Ｓ
・
株
式
交
換
・

減
資
手
続
・
持
株
会
社
化
）、
会
社
法
対
応

の
内
部
統
制
、
Ｊ
・
Ｓ
Ｏ
Ｘ
対
応
の
内
部
統

制
構
築
支
援
、
企
業
価
値
算
定
、
Ｍ
＆
Ａ
、

自
己
株
式
買
取
、
経
営
計
画
策
定
、
財
務
改

善
指
導
、
執
行
役
員
制
度
の
設
計
、
役
員
報

酬
制
度
の
検
討
な
ど
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
実
施
企
業
数
は
八
十
社
以
上
を
数
え
る
。

講
演
で
は
、
事
前
規
制
か
ら
事
後
規
制
等

の
法
律
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
、さ
ら
に
、社

会
の
厳
し
い
目
等
々
、
内
部
統
制
構
築
が
求

め
ら
れ
る
背
景
を
指
摘
さ
れ
、米
国
、日
本
で

の
不
祥
事
の
具
体
的
な
事
例
を
丁
寧
に
話
さ

れ
た
。ま
た
、経
営
者
に
と
っ
て
の
内
部
統
制

に
つ
い
て
は
、一
、経
営
者
自
身
が
主
体
性
を

も
っ
て
、
自
社
の
状
況
に
応
じ
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
リ
ス
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
構
築
す
る

も
の
。
二
、
内
部
統
制
を
有
効
な
も
の
と
す

る
た
め
に
、そ
の
基
礎
と
な
る
イ
ン
フ
ラ（
統

制
環
境
）
の
整
備
が
重
要
。
三
、
内
部
統
制

の
整
備
・
構
築
を
進
め
る
過
程
で
、従
来
業
務

の
見
直
し
・
標
準
化
・
効
率
化
を
推
進
す
べ

き
と
し
、
リ
ス
ク
を
低
減
・
回
避
す
る
こ
と

に
よ
る
利
益
の
確
保
と
業
務
改
善
に
よ
る
プ

ラ
ス
効
果
は
必
ず
あ
る
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
梶
原
靖
友
会
計
監
事
（
梶
原
工

業
・
専
務
）
か
ら
謝
辞
が
あ
り
第
一
部
は
終

了
し
た
。

第
二
部
の
懇
談
会
は
、
古
川
部
会
長
よ
り
、

第
三
十
九
回
（
二
〇
一
四
年
）
全
国
大
会
の

主
催
の
提
案
等
の
後
、
斉
之
平
伸
一
特
別
会

員
（
三
州
製
菓
・
社
長
）
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

船
上
で
の
懇
談
が
和
気
藹
々
と
続
き
、
中
込

秀
明
顧
問
（
富
士
電
子
・
社
長
）
の
閉
会
挨

拶
で
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
は
お
開
き
と
な

っ
た
。

新
規
学
卒
者
の
採
用
を
知
事

ら
３
者
連
名
で
本
会
に
要
請

利
根
会
長
に
要
請
書
を
手
交
す
る
左
か

ら
倉
上
副
教
育
局
長
、
苧
谷
埼
玉
労
働

局
長
、
塩
川
副
知
事

挨
拶
す
る
古
川
部
会
長

講
演
す
る
り
そ
な
総
合
研
究
所

前
田

毅
氏

― ３ ―
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こ
の
人
は
、
ち
ょ
っ
と
説
明
し
に
く
い
人
物
で

あ
る
。
ひ
と
口
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
昭
和
十
八

年
五
月
二
十
一
日
旧
満
州
生
ま
れ
で
六
十
六
歳
。

身
長
一
七
六
セ
ン
チ
、
体
重
一
〇
六
キ
ロ
と
い
う

堂
々
と
し
た
体
躯
で
あ
り
、
四
十
一
年
三
月
明
治

大
学
法
学
部
を
出
て
、
同
四
月
埼
玉
県
に
入
庁
す

る
。
そ
の
時
、
体
重
は
ち
ょ
う
ど
半
分
の
五
三
キ

ロ
だ
っ
た
が
、「
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
、
み
ん
な

身
に
付
い
て
」。
県
で
は
環
境
生
活
部
県
民
生
活

局
長
、
環
境
防
災
部
部
長
、
総
務
部
部
長
を
経
て
、

平
成
十
四
年
三
月
退
職
。
翌
四
月
か
ら
十
五
年
十

月
が
公
営
企
業
管
理
者
、
そ
し
て
す
ぐ
副
知
事
に

な
り
、十
九
年
十
月
ま
で
副
知
事
を
務
め
、同
十
一

月
か
ら
現
職
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
と
も
あ
れ

存
在
感
に
圧
倒

さ
れ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
だ
っ
た
。

ド
ラ
マ
を
超

え
る
多
彩
な
人

生
の
ス
タ
ー
ト

出
生
時
、
父

親
は
満
州
電
電

の
総
務
課
長
。

満
州
で
の
生
活

は
幼
少
の
約
二

年
、
昭
和
二
十

年
早
々
に
は
長
野
県
に
母
親
と
引
揚
げ
て
い
た
。

三
年
後
帰
国
し
た
父
親
が
岐
阜
県
で
、
当
時
ブ
ー

ム
の
亜
炭
坑
経
営
を
手
掛
け
一
家
は
転
居
、
そ
の

後
名
古
屋
市
に
移
り
小
・
中
・
高
校
時
代
を
過
ご
す
。

昭
和
三
十
七
年
春
、
明
治
大
学
法
学
部
に
入
学

す
る
が
喜
び
も
束
の
間
、
父
親
に
突
然
「
入
学
金

は
出
す
が
、
そ
の
後
の
生
活
費
、
学
費
は
自
分
で

稼
げ
」
と
宣
言
さ
れ
、
映
画
関
係
に
い
た
親
類
の

紹
介
で
東
京
放
送
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
テ
レ
ビ
報
道
部
で

ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
仕
事
を
し
な

が
ら
、
大
学
に
通
う
こ
と
に
な
る
。

「
非
常
に
刺
激
的
で
面
白
い
職
場
だ
っ
た
。
今

で
も
尊
敬
し
て
い
る
当
時
の
上
司
、
後
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ

の
報
道
局
長
を
勤
め
た
吉
永
春
子
さ
ん
（
現
在
は

現
代
プ
ロ
代
表
）
に
出
合
っ
た
の
は
大
き
な
収
穫

だ
っ
た
。
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
一
緒
に
仕
事
を

し
た
四
年
間
の
番
組
作
り
を
通
じ
て
、
当
時
の
藤

山
愛
一
郎
、
江
崎
真
澄
氏
等
の
政
界
人
や
、
作
家

の
松
本
清
張
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
宅
荘
一

氏
等
の
言
に
接
す
る
機
会
を
得
た
り
し
た
経
験
は
、

そ
の
後
の
世
界
観
や
人
生
観
の
形
成
に
大
い
に
参

考
に
な
っ
た
。
大
学
の
授
業
よ
り
社
会
の
裏
面
を

学
ぶ
の
に
没
入
し
て
い
た
が
、
か
な
り
の
月
収
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
資
金
を
ク
ラ
ス
や
ゼ

ミ
の
友
人
か
ら
の
情
報
収
集
に
投
入
し
た
お
か
げ

で
、
試
験
等
は
な
ん
と
か
ク
リ
ア
し
、
落
第
も
し

な
い
で
、
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
」。

「
仕
事
に
足
跡
を
残
せ
」
が
自
ら
の
哲
学

公

営
企
業
管
理
者
に
な
っ
た
時
、
企
業
局
は
工
場
用

地
の
売
却
が
年
二
〜
三
件
と
進
展
せ
ず
に
い
た
。

聴
い
て
み
る
と
売
却
予
定
の
用
地
は
バ
ブ
ル
時
に

高
く
買
っ
た
土
地
で
、
利
益
を
出
す
た
め
に
は
、

そ
れ
を
上
回
る
金
額
で
売
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
当
時
地
価
が
下
落
し
て
い
た
た
め
、
と
て
も

売
却
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
職
員
と
話
し
合
い
、
時
価
ベ
ー
ス
の
価

格
設
定
に
し
た
り
、
リ
ー
ス
方
式
、
販
売
奨
励
金

を
設
け
た
り
と
土
地
処
分
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

職
員
も
仕
事
へ
の
手
応
え
を
感
じ
て
奮
起
し
、
順

調
に
販
売
が
進
ん
だ
。

従
来
の
発
想
に
と
ら
わ
れ
ず
、
現
状
を
踏
ま
え

た
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
を
正
し
く
把
握
し
適
切
な
視
点
を
示
し
、
変

革
さ
せ
る
の
が
、リ
ー
ダ
ー
の
使
命
と
い
い
、『「
自

ら
の
仕
事
に
足
跡
を
残
せ
」
が
モ
ッ
ト
ー
』
と
当

時
を
述
懐
す
る
。

都
筑
さ
ん
は
任
期
中
、
未
着
手
の
分
野
や
難
航

し
て
い
る
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
公
営
企
業
管
理
者
は
企
業
経
営
者
と
し
て
の

仕
事
の
楽
し
さ
、
遣
り
甲
斐
が
と
て
も
あ
る
職
務

で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、「
副
知
事
の
仕
事
は
表
に
は
出
ず
、知
事

が
存
分
に
県
政
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
専
ら
脇
か

ら
支
え
る
こ
と
で
、
議
会
対
策
、
予
算
、
人
事
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
知
事
の
政
策
が
議
会
で
承
認
さ
れ
、

実
施
し
た
結
果
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
で
評
価
さ
れ

る
と
、
一
緒
に
汗
を
流
し
た
職
員
と
共
に
祝
杯
を

上
げ
る
の
が
喜
び
。
職
員
も
『
あ
の
時
の
あ
の
仕

事
は
自
分
が
や
っ
た
の
だ
』
と
誇
れ
る
仕
事
を
心

が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
明
る
く
話
す
。

新
し
い
産
業
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
全
力
投
球

「
本
県
の
企
業
は
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
中
小
企
業

で
、
信
用
保
証
協
会
は
そ
う
し
た
方
々
が
、
創
業

し
た
り
、
設
備
投
資
を
し
た
り
す
る
時
に
必
要
と

な
る
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
る
際
に
、
公

的
保
証
の
形
で
支
え
る
の
が
役
割
で
、
基
本
的
に

は
各
企
業
の
経
営
の
安
定
と
成
長
を
目
的
と
し
て

い
る
。
し
か
し
私
が
着
任
と
同
時
に
感
じ
た
こ
と

は
、
そ
の
段
階
か
ら
さ
ら
に
一
歩
前
に
踏
み
出
す

こ
と
が
必
要
と
感
じ
た
」
と
い
う
。

一
つ
は
保
証
後
の
フ
ォ
ロ
ー
で
あ
り
、
金
融
機

関
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
目
配
り
を
し
、
破

綻
を
回
避
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
造
で
あ
る
。
不
況
を
嘆
く
の

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
発
展
す
べ
き
分
野
、
た
と

え
ば
環
境
分
野
へ
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ

き
か
、
行
政
や
経
済
団
体
、
大
学
等
と
一
緒
に
な

っ
て
埼
玉
と
い
う
地
域
の
中
で
何
が
で
き
る
か
、

可
能
性
を
生
み
出
す
仕
組
み
作
り
を
関
係
者
等
に

呼
び
か
け
、
具
体
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

伊
奈
町
在
住
で
家
族
は
妻
昭
（
ま
さ
）
子
さ
ん
、

二
男
と
の
三
人
、
長
男
は
大
阪
で
独
立
し
て
い
る
。

趣
味
は
野
次
馬
な
の
で
一
定
し
な
い
が
、
現
在
は

庭
の
雑
草
と
の
格
闘
、
無
心
に
な
っ
て
汗
を
流
し

た
後
の
一
杯
が
格
別
と
い
う
。
埼
玉
の
地
酒
を
楽

し
む
会
の
副
会
長
で
も
あ
る
。

（
葛
）

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会

長

都

筑

信
氏

― ４ ―
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中小企業の皆さまへ 

2009.6

IS 514720/ISO27001

信用保証のご案内 信用保証のご案内 

皆さんをご案内する“ナビィ”です。 

さまざまなご質問について、私が 

お答えいたします。 

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業
が

事
業
資
金
を
円
滑
に
調
達
で
き
る
よ
う
に

「
公
的
な
保
証
人
」と
な
っ
て
、
中
小
企
業
と

金
融
機
関
と
を
結
ぶ「
か
け
橋
」の
役
目
を
果

た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、昭
和
二
四
年
に
さ

い
た
ま
市（
旧
浦
和
市
）で
設
立
さ
れ
、本
年
六

月
二
五
日
に
創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

設
立
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
・
産
業
構

造
の
変
遷
の
中
で
、
中
小
企
業
の
金
融
面
に

お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
国
・
県
・
市
町
村
・
商
工

団
体
・
金
融
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
、
中
小
企
業
金
融

の
円
滑
化
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
店
（
さ
い
た
ま
市
）
の
他
に
、

昭
和
六
一
年
に
熊
谷
支
店
、
平
成
元
年
に
川

越
支
店
、
平
成
三
年
に
春
日
部
支
店
を
開
設

し
、
県
内
東
西
南
北
に
拠
点
を
設
け
、
保
証

協
会
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向

上
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

お
陰
さ
ま
で
、
当
協
会
は
平
成
二
一
年
七

月
末
に
お
い
て
、
約
一
兆
五
千
億
円
の
保
証

債
務
残
高
を
保
有
し
、
全
国
で
五
番
目
の
規

模
と
な
り
、
県
内
中
小
企
業
者
の
約
三
分
の

一
に
あ
た
る
五
八
、
五
七
六
の
企
業
に
ご
利

用
い
た
だ
く
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
緊
急
保
証
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た

取
組
み
】

未
曾
有
の
景
気
悪
化
に
対
応
し
た
政
府
の

経
済
対
策
の
中
で
、
中
小
企
業
金
融
支
援
策

の
中
核
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
末
に

事
業
規
模
総
額
二
〇
兆
円
と
な
る
「
緊
急
保

証
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
市
町
村
の
認
定
を
受
け
、

一
般
の
保
証
枠
と
は
別
枠
が
利
用
で
き
る
上
、

対
象
業
種
の
大
幅
な
拡
大
や
、
認
定
要
件
の

緩
和
な
ど
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
保
証

協
会
の
窓
口
に
は
申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
し

た
。
当
協
会
で
は
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
「
親
切
」・「
丁

寧
」・「
迅
速
」
な
対
応
に
努
め
、
特
に
資
金

需
要
の
高
ま
る
年
末
・
年
度
末
に
は
、
多
く

の
企
業
者
が
一
日
も
早
く
資
金
を
調
達
で
き

る
よ
う
、
保
証
審
査
部
門
へ
の
応
援
体
制
は

も
ち
ろ
ん
、
休
日
返
上
な
ど
、
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
保
証
承
諾
額
は
昨
年
一
二
月

に
一
千
億
円
を
突
破
し
、
二
〇
年
度
末
に
は

三
千
六
百
億
円
を
超
え
る
実
績
と
な
る
な
ど
、

か
つ
て
の
金
融
安
定
化
特
別
保
証
に
劣
ら
ぬ

勢
い
で
、
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
に

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
中
小
企
業
者
の
実
態
を
踏
ま
え
た
経
営
支

援
へ
の
取
組
み
】

中
小
企
業
の
中
に
は
、
経
営
環
境
の
変
化
、

取
引
先
の
倒
産
、
災
害
等
に
よ
っ
て
資
金
繰

り
が
不
安
定
と
な
る
方
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
小
企
業
の
実
情
に
配

慮
し
、
当
協
会
で
は
、
次
の
諸
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

�
借
換
保
証
の
推
進

複
数
の
保
証
付
融
資
を
一
本
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
月
々
の
返
済
負
担
を
軽
減
し
、
資

金
繰
り
を
安
定
さ
せ
る
借
換
保
証
を
積
極
的

に
推
進
す
る
な
ど
、
経
営
健
全
性
維
持
の
お

手
伝
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
返
済
条
件
緩
和
へ
の
弾
力
的
な
対
応

ご
返
済
中
の
保
証
付
融
資
に
つ
い
て
、
返

済
条
件
の
緩
和
の
ご
相
談
に
も
弾
力

的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
組
み
は
、
新
規
貸
付
へ
の
保
証
と

並
ん
で
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
安

定
や
事
業
の
再
建
の
た
め
に
重
要
な

金
融
支
援
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

�
企
業
再
生
へ
の
取
組
み

企
業
再
生
も
当
協
会
の
重
要
な
政

策
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
埼
玉
県
再
生

支
援
協
議
会
」
へ
の
職
員
派
遣
、「
県
企
業

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
資
金
」、
再
生
に
向
け
努
力

し
て
い
る
企
業
に
対
す
る
「
求
償
権
消
滅
保

証
」
な
ど
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�
金
融
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
の
設
置

金
融
相
談
業
務
で
は
、「
金
融
よ
ろ
ず
相

談
窓
口
」
を
当
協
会
本
店
及
び
支
店
に
開
設

し
、
中
小
企
業
か
ら
の
幅
広
い
ご
相
談
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
埼
玉
県
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支

援
セ
ン
タ
ー
」
及
び
一
部
の
市
役
所
へ
の
出

張
に
よ
る
窓
口
の
拡
大
も
図
っ
て
お
り
ま
す
。

【
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
】

県
内
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
幅
広
く
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
金
融
機
関
と
は
実
務
者
ク
ラ
ス

に
お
け
る
本
部
融
資
担
当
部
署
と
の
定
期
的

な
情
報
交
換
会
議
に
加
え
、
役
員
間
の
意
見

交
換
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
会

部
・
支
店
と
金
融
機
関
営
業
店
と
も
保
証
の

推
進
、
保
証
先
企
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

る
期
中
管
理
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
金
融
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
県
内

経
済
団
体
・
研
究
機
関
等
を
通
じ
、
中
小
企

業
と
の
直
接
的
な
接
点
を
増
や
し
、
情
報
交

換
・
収
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
度
は
、
上
尾
商
工
会
議
所
に

よ
る
「
上
尾
中
小
企
業
経
営
支
援
協
議
会
」

に
参
画
し
ま
し
た
。

今
後
も
県
内
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
元
関
係
機
関
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
知

恵
を
出
し
合
い
、
多
様
な
経
営
支
援
を
展
開

し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
〕

本
店
�
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―
七

―
五

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
一
一

階

支
店
�
熊
谷
市

川
越
市

春
日
部
市

会員企業紹介

そそ
のの
時時
々々
にに
応応
じじ
てて
、、
中中
小小

企企
業業
金金
融融
のの
円円
滑滑
化化
にに
努努
力力

埼玉県信用
保 証 協 会

６０
周
年
を
記
念
し
て
県
内
の
主
要
金
融

機
関
の
営
業
店
へ
配
布
し
た
プ
レ
ー
ト

の
一
部

信
用
保
証
の
ご
案
内

― ５ ―
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埼玉県最低賃金は、１０月１７日以降７３５円となる予定です。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃金支払能力、生活保護水準等を総合的に勘案した上で決定され
るもので、平成２１年度は徹底した調査・審議を重ねた結果、７３５円となり、平成２０年度と比較しますと１３円の
引き上げとなりました。

時間額 ７３５円 引上額 １３円 引上率 １．８０％

〈注意していただくこと〉

１．適用する地域…埼玉県の区域
２．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む使用者
３．適用する労働者…前号の使用者に使用される労働者
４．この最低賃金において賃金に算入しないもの…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
５．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「輸送用

機械器具製造業」、「光学機械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、「各種商品小売業」及び「自動車小売
業」については、別途特定（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話０４８‐６００‐６２０５）または最寄の労働基準監督署へお問い合わせください。

埼埼埼玉玉玉県県県ののの最最最低低低賃賃賃金金金ののの改改改定定定
10月17日以降、735円

２１

７３５円

１３円
１．８０％

２０

７２２円

２０円
２．８５％

１９

７０２円

１５円
２．１８％

１８

６８７円

５円
０．７３％

１７

６８２円

３円
０．４４％

年 度

最低賃金
時間額

引 上 額
引 上 率

引上額

時間額

１

９

１

１

１

１

１

５

１

１

２

１

２

３

２

１０

最低賃金額

時間額

６７０

６９２

６６９

６３３

６５２

６３２

６３１

６８０

６２９

６２９

６３０

６３１

６２９

６３０

６２９

７１３

都道府県名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

全 国 平 均

引上額

時間額

１

１

１

１

０

２

１

１

２

１２

１４

９

１

１

１

１

最低賃金額

時間額

６７４

６７１

６７７

６８１

６９６

７１３

７３２

７０２

６９３

７２９

７６２

７２１

６７９

６４７

６３０

６３０

都道府県名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

引上額

時間額

１１

３

３

９

３

２

３

２

２

１

１３

５

２５

２３

０

２

最低賃金額

時間額

６７８

６３３

６３１

６６２

６３２

６３１

６４４

６７８

６８５

６７６

７３５

７２８

７９１

７８９

６６９

６７９

都道府県名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

平成２１年度地域別最低賃金額（時間額）の状況（平成２１年９月１日現在）

過去５年間の最低賃金額の状況

― ６ ―



成成立立

平
成
二
十
一
年
度
の
埼
玉
県
の
最
低
賃

金
の
改
定
審
議
が
終
了
、
時
間
額
で
前
年

度
比
十
三
円
引
き
上
げ
し
、
一
〇
月
十
七

日
以
降
七
三
五
円
に
な
る
予
定
で
す
。

本
年
度
の
埼
玉
県
最
低
賃
金
審
議
会
は
、

七
月
二
十
九
日
に
厚
生
労
働
省
の
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
（
会
長
今
野
浩
一
郎
・
学

習
院
大
学
教
授
）
か
ら
提
示
さ
れ
た
「
平

成
二
十
一
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定

の
目
安
に
つ
い
て
」
の
答
申
を
参
考
に
し

つ
つ
、
関
係
労
使
の
意
見
、
企
業
業
績
の

現
状
、
賃
金
実
態
調
査
結
果
に
加
え
、
生

活
保
護
水
準
と
の
乖
離
解
消
等
の
諸
点
を

総
合
的
に
踏
ま
え
つ
つ
、
徹
底
し
た
審
議

が
行
わ
れ
た
。

〈
平
成
二
十
一
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額

改
定
の
目
安
に
つ
い
て
〉

答
申
は
、
二
十
一
年
度
の
目
安
に
つ
い

て
は
、
そ
の
金
額
に
関
し
労
使
の
意
見
の

一
致
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
本

年
度
も
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
を

地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
提
示
し
た
も
の
。

二
十
一
年
度
地
域
別
最
低
賃
金
額
改
定

の
目
安
の
概
要
は
以
下
の
一
及
び
二
に
よ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

一

表
中
の
都
道
府
県
（
利
用
可
能
な
直

近
の
平
成
十
九
年
度
デ
ー
タ
に
基
づ

く
生
活
保
護
水
準
と
の
乖
離
額
か
ら
、

平
成
二
〇
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金

引
上
げ
額
を
控
除
し
て
も
な
お
生
活

保
護
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
都
道
府

県
）
の
引
上
げ
額
の
目
安
は
、

�
表
中
の
下
線
が
付
さ
れ
て
い
な
い
都

道
府
県
（
昨
年
度
の
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
に
お
い
て
、
今
年
度
以
降
も

引
き
続
き
乖
離
額
を
解
消
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
た
都
道
府
県
）
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｃ

欄
に
掲
げ
る
乖
離
額
を
、
昨
年
度
に

お
い
て
乖
離
額
を
解
消
す
る
た
め
の

期
間
と
し
て
同
審
議
会
が
定
め
た
予

定
解
消
年
数
（
以
下
「
予
定
解
消
年

数
」
と
い
う
。）
か
ら
一
年
を
控
除

し
た
年
数
（
以
下
「
乖
離
解
消
予
定

残
年
数
」
と
い
う
）
に
一
年
を
加
え

た
年
数
で
除
し
て
得
た
金
額
と
す
る
。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
場
合
に
、
地
域

別
最
低
賃
金
と
実
際
の
賃
金
分
布
と

の
関
係
等
を
勘
案
し
て
、
地
域
の
経

済
や
雇
用
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
少
な
く
と
も
当
該
金
額
は
引

き
上
げ
る
と
し
た
上
で
、
同
表
の
Ｃ

欄
に
掲
げ
る
乖
離
額
を
乖
離
額
解
消

予
定
残
年
数
で
除
し
て
得
た
金
額
も

十
分
踏
ま
え
て
、
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
で
審
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

�
表
中
の
下
線
が
付
さ
れ
た
県
（
昨
年

度
に
乖
離
額
を
一
旦
解
消
し
た
が
、

最
新
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
比
較
を

行
っ
た
結
果
、
新
た
に
乖
離
額
が
生

じ
た
県
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
Ｃ
欄
に
掲
げ
る
乖
離
額
を
、

当
該
乖
離
額
を
解
消
す
る
た
め
の
期

間
と
し
て
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
で

定
め
る
年
数
を
除
し
て
得
た
金
額
と

す
る
。

二

表
中
の
都
道
府
県
以
外
の
県
に
つ
い

て
は
、
現
下
の
経
済
・
企
業
・
雇
用

動
向
等
を
踏
ま
え
、
今
年
度
に
つ
い

て
は
、
現
行
水
準
の
維
持
を
基
本
と

し
て
引
上
げ
額
の
目
安
は
示
さ
な
い

こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

〈
埼
玉
県
の
地
域
別
最
低
賃
金
審
議
〉

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
か
ら
提
示
さ
れ

た
目
安
に
関
す
る
公
益
委
員
見
解
を
踏
ま

え
つ
つ
も
、
使
用
者
側
と
し
て
は
日
本
経

済
は
ま
さ
に
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
特
に
中
小
企
業

は
生
き
残
り
を
か
け
た
危
機
的
状
況
が
続

い
て
い
る
と
主
張
し
、
審
議
を
繰
り
広
げ

た
が
、
労
使
双
方
の
見
解
は
一
致
せ
ず
、

最
終
的
に
は
、
公
益
見
解
と
し
て
、
現
下

の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
を
尊
重
す

る
と
の
観
点
か
ら
、
予
定
解
消
年
数
を
一

年
延
長
し
て
十
三
円
を
引
き
上
げ
る
と
の

案
が
提
示
さ
れ
、
使
用
者
側
と
し
て
は
、

総
合
的
な
判
断
か
ら
本
案
を
受
け
入
れ
た
。

埼埼
玉玉
県県
のの
地地
域域
別別
最最
低低
賃賃
金金
がが
決決
定定

―
諸
般
の
要
素
を
総
合
的
に
検
討
し
、

徹
底
し
た
審
議
の
結
果
、七
三
五
円
に
決
定
―

都道府県
平成１９年度デ
ータに基づく
乖離額�

平成２０年度地
域別最低賃金
引上げ額�

残された
乖離額
�＝�－�

北海道 ６０円 １３円 ４７円
青 森 ２０円 １１円 ９円
宮 城 ３４円 １４円 ２０円
秋 田 １４円 １１円 ３円
埼 玉 ４３円 ２０円 ２３円
千 葉 ２２円 １７円 ５円
東 京 ８７円 ２７円 ６０円
神奈川 ９６円 ３０円 ６６円
京 都 ４０円 １７円 ２３円
大 阪 ４３円 １７円 ２６円
兵 庫 ３１円 １５円 １６円
広 島 ３０円 １４円 １６円

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介

― ７ ―
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第
三
十
七
回
を
迎
え
た
本
会
主
催
の
埼

玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
（
財
団
法
人
埼
玉

県
剣
道
連
盟
・
株
式
会
社
埼
玉
新
聞
社
・

株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉
後
援
、
埼
玉
県
剣

道
連
盟
北
本
支
部
主
管
）
が
七
月
五
日
�
、

北
本
市
の
解
脱
錬
心
舘
で
開
催
さ
れ
、
個

人
戦
三
部
門
お
よ
び
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
当
会
会
員
企
業
の
体
育
文

化
活
動
を
支
援
す
る
行
事
と
し
て
昭
和
四

十
五
年
に
「
埼
玉
県
経
営
者
協
会
剣
道
大

会
」
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
、
今
年
で

三
十
七
回
と
い
う

歴
史
が
あ
り
、
第

二
十
九
回
か
ら
は

�
埼
玉
県
剣
道
連
盟
の
承
認
を
得
て
、「
埼

玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
」
に
改
称
し
、
関

係
者
も
含
め
、
毎
年
多
数
が
参
加
す
る
大

会
へ
と
定
着
し
た
。

会
は
大
会
委
員
長
の
本
会
三
国
専
務
理

事
が
開
会
宣
言
、国
歌
斉
唱
、優
勝
旗
・
優

勝
杯
返
還
後
、
本
会
利
根
忠
博
会
長
が
主

催
者
挨
拶
、利
根
会
長
は
、「
企
業
の
原
点

は
人
づ
く
り
。
産
業
人
材
の
育
成
は
企
業

に
と
っ
て
も
不
変
の
テ
ー
マ
で
、
こ
の
人

づ
く
り
と
い
う
面
か
ら
も
、剣
道
は
、文
武

両
道
を
も
っ
て
人
間
形
成
に
結
び
付
け
る

代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
。
ま
た
、ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
面
で
も
、豊
な
生

活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、
仕
事
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
活
動
を
す
る
こ
と
も
大
切
。

ぜ
ひ
、
日
頃
の
心
身
の
鍛
錬
を
本
日
の
試

合
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加

選
手
を
激
励
、
続
い
て
野
澤
治
雄
審
判
長

（
範
士
八
段
、
埼
玉
県
剣
道
連
盟
副
会
長
）

が
挨
拶
な
ら
び
に
試
合
上
の
諸
注
意
を
行

わ
れ
、そ
の
後
、選
手
宣
誓
、
日
本
剣
道
形

の
演
武
に
引
き
続
き
試
合
が
開
始
さ
れ
た
。

個
人
戦
女
子
の
部
は
、
こ
の
大
会
初
出

場
の
吉
谷
唯（
中
村
産
業
）が
決
勝
で
間
所

由
香
里
（
栄
光
武
道
具
）
を
破
り
初
制
覇
。

三
段
以
下
の
部
で
も
、
昨
年
三
位
だ
っ

た
石
森
誠
一
（
多
賀
製
作
所
）
が
延
長
戦

で
鈴
木
亮
（
東
日
本
旅
客
�
道
）
を
下
し

初
優
勝
し
た
。

ま
た
、
三
十
五
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た

四
段
以
上
の
部
で
は
、
昨
年
準
優
勝
の
池

西
無
我
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
が
決
勝
で
栄

花
元
春
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
を
延
長
戦
で

制
し
、
個
人
戦
で
は
初
の
栄
冠
を
手
に
し

た
。
池
西
は
、
団
体
戦
で
優
勝
し
た
伊
田

テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム
の
先
鋒
で
、
個
人
と

団
体
の
二
冠
に
輝
い
た
。

団
体
戦
で
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ａ
チ
ー
ム

が
決
勝
で
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
を
一

対
〇
の
僅
差
で
下
し
、
四
連
覇
を
達
成
し

た
。
伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
九
月
に
開
催
さ
れ

る
全
日
本
実
業
団
大
会
の
制
覇
を
目
標
と

し
て
お
り
、
埼
玉
県
の
代
表
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
は
、
関

東
や
全
国
で
も
活
躍
し
て
い
る
選
手
が
参

加
す
る
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
に
成
長
し
た

が
、
女
性
も
含
め
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
大
会
と
し
て
引
き
続
き
門
戸
を
広
げ

て
い
き
た
い
。ぜ
ひ
、日
頃
の
練
習
の
成
果

を
こ
の
大
会
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

当
日
は
、
埼
玉
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
埼
玉

の
報
道
記
者
の
方
も
取
材
に
訪
れ
、
大
会

の
模
様
は
埼
玉
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
と
と

も
に
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ス
ポ

ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
も
放
映
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
毎
年
ご

支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

県
剣
道
連
盟
、同
北
本
支
部
、同
鴻
巣
支
部
、

解
脱
錬
心
舘
、
埼
玉
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
埼

玉
、
そ
し
て
、
別
掲
の
広
告
掲
載
企
業
、

賛
助
企
業
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

演武（日本剣道形）

利根忠博大会会長挨拶（本会会長）

第第
３３７７
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
くく

個
人
部
門
は
す
べ
て
初
優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
、
団
体
四
連
覇

第３７回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

伊田テクノス�
東和産業�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
栄光武道具�
東京電力�埼玉支店
日産ディーゼル工業�
武州ガス�
丸和工業�

賛 助 企 業

三国コカ・コーラボトリング�
�埼玉県剣道連盟
�埼玉新聞社

― ８ ―



試合の様子

団体戦優勝 伊田テクノスAチーム

監督含む

第３７回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

個人戦
〈女子の部〉

準決勝 吉谷 メコ ― 小林
準決勝 間所 不戦勝―
決 勝 吉谷 ド ― 間所

優 勝 吉谷 唯（中村産業）
準優勝 間所由香里（栄光武道具）

〈三段以下の部〉
準決勝 石森 延ド― 田中
準決勝 鈴木 メメ― 坂本
決 勝 石森 メメ―ド 鈴木

優 勝 石森誠一（多賀製作所）
準優勝 鈴木 亮（東日本旅客�道）
三 位 田中禎高（中村産業）
三 位 坂本健治（パイオニア）

〈四段以上の部〉
準決勝 池西 延メ― 橋本
準決勝 栄花 コメ― 須藤
決 勝 池西 延ド― 栄花

優 勝 池西無我（伊田テクノス）
準優勝 栄花友彦（伊田テクノス）
三 位 橋本桂一（伊田テクノス）
三 位 須藤昌紀（東京電力）
団体戦
準決勝
伊田テクノスＡ １―０ 伊田テクノスＣ

準決勝
伊田テクノスＢ ２―０ 栄光武道具

決 勝
伊田テクノスＡ １―０ 伊田テクノスＢ
先鋒 池西 引き分け 栄花
中堅 内田祐 メメ ― 田口
大将 橋本 引き分け 内田貢

優 勝 伊田テクノスＡ
準優勝 伊田テクノスＢ
三 位 伊田テクノスＣ
三 位 栄光武道具

第３７回埼玉県実業団剣道大会参加状況（５０音順）
合計
参加人数

１５

６

６

５

１

１２

４

１４

４

４

８

４

６

１

９０

団 体 戦

団体のみ

５

１

３

１

２

１

３

１

１

１

１９

チーム数

３

１

１

１

３

１

３

１

１

１

２

１８

個 人 戦

計

１０

５

３

４

１

１０

３

１１

４

３

７

３

６

１

７１

女子

２

１

１

１

１

１

７

四段以上

１０

３

２

２

４

１

４

１

２

１

２

２

１

３５

三段以下

２

１

６

１

６

３

１

６

３

２９

会 社 名

伊 田 テ ク ノ ス �
栄 光 武 道 具 �
グローリー�埼玉工場
大 正 製 薬 �
� 多 賀 製 作 所

東 京 電 力 �
� 中 村 産 業

日産ディーゼル工業�
日 本 電 波 工 業 �
パイオニア�川越事業所
東日本旅客�道�
�富士工機製作所
�本田技術研究所
� 堀 河 製 作 所

合 計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

野
澤
治
雄
審
判
長
挨
拶
（
埼
玉
県
剣
道
連

盟
会
長
）

女
子
の
部
優
勝

吉
谷

唯
（
中
村
産
業
）

三
段
以
下
の
部
優
勝

石
森
誠
一
（
多
賀
製
作
所
）

四
段
以
上
の
部
優
勝

池
西
無
我
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

― ９ ―



																								
																								
																								 第第4499回回

松
本
邦
義
社
長
�
写
真
�
は
平

成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）、
四

一
歳
の
若
さ
で
松
本
米
穀
精
麦
�

の
八
代
目
社
長
に
就
任
し
た
。
そ

し
て
、
同
年
十
月
に
は
「
熊
谷
小

麦
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
」
を

十
五
名
で
立
ち
上
げ
、
研
究
会
会

長
に
も
就
任
、「
生
産
量
本
州
一

位
を
誇
る
熊
谷
の
小
麦
を
使
っ
て

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
品
が
で
き
な
い

か
」
と
試
行
錯
誤
し
、
目
玉
と
し

て
「
熊
谷
う
ど
ん
」
を
誕
生
さ
せ

た
。

熊
谷
市
の
偉
人
と
い
え
ば
、
鎌

倉
武
士
の
熊
谷
次
郎
直
実
や
近
代

日
本
最
初
の
女
性
医
師
荻
野
吟
子

な
ど
が
有
名
だ
が
、
農
業
分
野
で

ば
く
お
う

は
麦
王
（
麦
翁
）
と
呼
ば
れ
た
権

田
愛
三
も
熊
谷
の
出
身
。
権
田
愛

三
は
、
麦
踏
み
や
二
毛
作
な
ど
現

在
の
小
麦
生
産
技
術
を
全
国
に
普

及
さ
せ
た
人
物
。
麦
王
権
田
愛
三

を
生
ん
だ
熊
谷
の
地
元
小
麦
を
一

〇
〇
％
使
用
し
た「
熊
谷
う
ど
ん
」

で
地
域
お
こ
し
と
地
産
地
消
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
全
国
展
開
も

目
指
し
て
い
る
。

安
永
元
年
（
一
七
七
二
年
）
に

糸
繭
商
と
し
て
店
を
か
ま
え
、
そ

の
後
文
化
年
代
に
穀
物
商
を
営
ん

だ
松
本
米
穀
精
麦
は
今
年
で
創
業

二
三
七
年
。
第
二
次
世
界
大
戦
後

は
い
ち
早
く
精
米
精
麦
工
場
を
復

興
さ
せ
、
そ
の
後
、
配
合
飼
料
を

取
扱
い
、
そ
れ
に
関
連
し
て
鶏
卵

工
場
も
設
置
し
、
鶏
卵
の
集
荷
・

販
売
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
主
力
商
品
と
な
っ
た
「
彩
（
さ

い
）
た
ま
ご
」
は
、
平
成
十
五
年

に
は
県
知
事
よ
り
「
彩
の
国
優
良

ブ
ラ
ン
ド
品
」
に
認
定
さ
れ
、
安

全
・
安
心
で
美
味
し
い
卵
と
し
て

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
次
々
に
新
し
い
商
品
情

報
を
発
信
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

い
ち
早
く
探
る
た
め
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ「
ラ
イ
ス
・
ス
ク
エ
ア
」

を
本
社
社
屋
の
一
部
で
直
営
し
て

い
る
。

松
本
米
穀
は
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
「
食
育
」
も
積
極
的

に
実
施
し
て
お
り
、「
ぼ
く
と
わ

た
し
の
稲
作
体
験
ツ
ア
ー
」
で
は
、

小
学
生
以
下
の
子
供
と
、
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
春
の
田
植
え
ツ
ア

ー
、
秋
の
稲
刈
り
ツ
ア
ー
を
開
催
、

そ
の
後
、
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
の
社

員
を
小
学
校
の
授
業
に
派
遣
、「
ご

は
ん
パ
ワ
ー
教
室
」
な
ど
も
行
っ

て
き
て
い
る
。

松
本
社
長
は
、「
企
業
が
農
業

と
の
関
わ
り
方
を
さ
ら
に
密
接
に

し
、
生
産
者
と
一
緒
に
考
え
な
が

ら
よ
り
良
い
流
通
の
し
く
み
を
つ

く
り
あ
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。
熊
谷
を
愛
し
地
域
の

活
性
化
に
挑
む
若
き
社
長
の
活
躍

が
楽
し
み
。

シ
グ
マ
光
機
�
（
森

�
二
社
長

�
写
真
�
）
は
機
械
設
計
・
光
学
設

計
及
び
精
密
加
工
力
を
ベ
ー
ス
に
し

た
も
の
作
り
に
堪
能
な
三
名
の
専
門

家
（
森
氏
も
こ
の
一
人
で
二
代
目
社

長
）
が
も
つ
個
人
企
業
を
合
体
し
、

一
九
七
七
年
に
日
高
町（
現
日
高
市
）

に
レ
ー
ザ
用
光
学
機
器
の
生
産
お
よ

び
販
売
を
目
的
と
し
て
設
立
。
シ
グ

マ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
総
和
、
融

和
、協
調
」
を
意
味
し
、毛
利
家
の
三

本
の
矢
の
た
と
え
の
よ
う
に
、
ど
の

よ
う
な
場
合
も
創
立
者
三
名
が
力
を

合
わ
せ
て
事
業
を
継
続
し
て
い
こ
う

と
い
う
決
意
を
こ
め
て
命
名
さ
れ
た
。

９６
年
に
は
日
本
証
券
業
協
会
に
株

式
を
店
頭
登
録
し
、
０４
年
に
は
ジ
ャ

ス
ダ
ッ
ク
市
場
の
開
設
に
伴
い
同
証

券
取
引
所
に
株
式
を
上
場
。
こ
の
間

０１
年
に
は
営
業
推
進
部
門
、
本
社
機

能
強
化
拡
充
の
た
め
「
東
京
本
社
ビ

ル
」（
墨
田
区
）
を
取
得
。
現
在
は

日
高
市
の
本
社
・
工
場
、
能
登
工
場
、

技
術
セ
ン
タ
ー
の
３
工
場
、
東
京
本

社
、
大
阪
支
店
、
九
州
営
業
所
の
３

営
業
拠
点
、
国
内
２
社
、
ア
メ
リ
カ
・

中
国
に
関
連
企
業
を
持
ち
、
各
種
の

Ｉ
Ｓ
Ｏ
も
積
極
的
に
取
得
し
て
い
る
。

設
立
当
時
は
光
産
業
の
中
核
と
な

る
レ
ー
ザ
技
術
の
黎
明
期
で
実
験
用

と
し
て
理
化
学
研
究
所
、
東
大
、
産

業
技
術
総
合
研
究
所
な
ど
大
学
や
官

公
庁
研
究
所
の
レ
ー
ザ
部
品
を
納
入

し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
機
器
を

徐
々
に
規
格
化
・
カ
タ
ロ
グ
化
し
て

注
文
に
応
じ
て
い
っ
た
が
、
更
に
民

間
企
業
に
も
目
を
つ
け
は
じ
め
、
生

産
用
の
注
文
品
に
も
対
応
、
外
へ
の

営
業
も
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
は
部

品
と
し
て
の
製
品
も
多
い
が
部
品
を

あ
わ
せ
た
ユ
ニ
ッ
ト
製
品
に
も
力
を

入
れ
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
を
は
か
っ
て

い
る
。

そ
の
製
品
は
一
般
の
我
々
の
目
に

は
つ
き
に
く
い
が
、
計
測
器
・
検
査

器
、
生
産
用
機
器
へ
の
組
み
込
み
が

多
く
、
可
能
性
は
無
限
と
言
え
る
ほ

ど
あ
り
、
気
が
付
い
て
い
な
い
か
、

使
い
き
れ
て
い
な
い
分
野
も
考
え
ら

れ
る
。
例
示
す
る
と
半
導
体
製
造
装

置
、
液
晶
の
ガ
ラ
ス
カ
ッ
ト
、
金
属

の
カ
ッ
ト
や
削
り
、
レ
ン
ズ
へ
の
各

種
応
用
な
ど
数
限
り
な
い
。
国
内
に

類
似
会
社
も
少
な
く
、
そ
の
技
術
に

は
定
評
が
あ
り
、
産
学
官
な
ど
と
の

コ
ラ
ボ
・
連
携
を
た
え
ず
行
い
、
研

究
開
発
部
門
や
品
質
保
証
に
は
各
界

と
の
共
同
研
究
も
多
い
。
ま
た
、
レ

ー
ザ
の
応
用
範
囲
の
拡
大
に
よ
り
、

ナ
ノ
テ
ク
分
野
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
光
研
究
、
開
発
用
の

部
品
・
ユ
ニ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

Ｆ
Ｐ
Ｄ
・
半
導
体
分
野
向
け
の
「
高

性
能
レ
ー
ザ
加
工
装
置
」
ま
で
一
貫

し
た
開
発
・
設
計
・
生
産
・
販
売
が

強
み
だ
が
こ
れ
か
ら
は
海
外
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
も
目
指
す

と
し
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
研
究
開
発
か
ら
生
産
設
備
ま
で
当

社
は『
光
』で
解
決
す
る
企
業
で
す
」

「
産
業
を
通
じ
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
、
企
業
価
値
の
増
大
を
目
指
し
ま

す
」
と
あ
る
。

なな話話題題 北北 西西 南南 中中

北
部
松
本
米
穀
精
麦
�

自
慢
の「
熊
谷
う
ど
ん
」目
玉

に
地
産
地
消
に
取
り
組
む

DATA
会 社 名：松本米穀精麦株式会社
本 社：熊谷市末広１‐７９
電 話：０４８‐５２３‐１２０１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５２３‐１２００
創 業：安永元年（１７７２年）
設 立：大正３年（１９１４年）
代 表 者：代表取締役社長 松本邦義
資 本 金：１，０００万円
従 業 員：１１０名（関連会社を含む）
事業内容：米・鶏卵・飼料・小麦粉・食品等卸売り、

不動産売買・賃貸借・仲介および管理、直
営農場の経営

http : //www.naozane.co.jp/

西
部

シ
グ
マ
光
機
�

研
究
開
発
か
ら
生
産
設
備
ま

で
「
光
」
で
解
決
す
る
企
業

DATA
会 社 名：シグマ光機�
本社・工場：〒３５０‐１２９７ 日高市下高萩新田１７‐２
電 話：０４２‐９８５‐６２２１� FAX：０４２‐９８５‐６５６１
東 京 本 社：〒１３０‐００２１ 墨田区緑１‐１９‐９シグマ光機

東京本社ビル
電 話：０３‐５６３８‐６５５１� FAX：０３‐５６３８‐６５５０
代 表 者：代表取締役社長 森 二
設 立：１９７７年４月
資 本 金：２６億２千３百万円
従 業 員 数：３７１名（単体）
事 業 内 容：光学基本機器製品（約２０００種）、光学素

子・薄膜製品（約１００００種）、自動応用製
品（約２００種）、レーザシステム製品、バ
イオ関連製品、光学システム製品

http : //www.siguma-koki.com

松本邦義社長

森 �二社長

直
営
店
「
ラ
イ
ス
・
ス
ク
エ
ア
」

日
高
市
下
高
萩
の

本
社
・
工
場

―１０―



																							
																							
																							

当
社
は
、
も
と
も
と
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
な
ど
の
労
働
安
全
衛
生
用

品
を
二
十
年
以
上
手
が
け
て
お
り
、

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
向
け
用
品
に
応
用
し
た

も
の
で
、
保
護
衣
、
帽
子
、
靴
カ

バ
ー
、
マ
ス
ク
、
手
袋
、
ゴ
ー
グ

ル
等
を
備
蓄
セ
ッ
ト
と
し
て
販
売

し
好
評
を
得
て
い
る
。

中
川
製
作
所
は
一
九
五
八
年
に

設
立
さ
れ
、
Ｏ
Ａ
（
事
務
、
情
報
、

通
信
）
Ｍ
Ｅ
（
医
療
検
査
機
器
）

Ｆ
Ａ
（
設
計
・
計
測
機
器
）
分
野

等
で
使
用
さ
れ
る
各
種
プ
リ
ン
タ
、

レ
コ
ー
ダ
ー
用
記
録
紙
、
デ
ジ
タ

ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
関
連
商
品

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
ス
を
活
用
し
た
店
舗
装
飾
や
車

両
装
飾
等
）、
環
境
配
慮
型
商
品
、

労
働
安
全
衛
生
用
品
等
の
開
発
・

製
造
・
販
売
を
事
業
と
し
て
い
る
。

当
社
は
、
脳
波
計
用
紙
の
分
野

で
独
自
の
地
位
を
築
き
、
ミ
ニ
プ

リ
ン
タ
用
紙
の
開
発
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
用
紙
の
実
用
化
、
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
専
用
紙
の
開
発
等
に
よ
り

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り
出
し
て

き
た
。
こ
う
し
た
独
自
の
商
品
開

発
力
を
バ
ッ
ク
に
一
九
八
七
年
の

北
米
進
出
を
皮
切
り
に
ド
イ
ツ
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
香
港
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
進
出
、
世
界
を
相
手
に

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
う
な
る
ま
で
に
は
歴
史
的
な

転
換
点
が
幾
つ
か
あ
っ
た
と
、
一

色

譲
社
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

一
九
六
三
年
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

（
当
時
精
工
舎
）か
ら
呼
び
出
し
を

受
け
、三
ロ
ー
ル
の
記
録
紙
開
発
を

依
頼
さ
れ
た
。
三
ロ
ー
ル
で
は
商

売
に
な
ら
な
い
。
お
断
り
し
た
が
、

妙
に
用
途
が
気
に
な
っ
た
。
引
き

返
し
て
尋
ね
る
と
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
水
泳
公
式
記
録
測
定
器
に

内
蔵
す
る
記
録
紙
に
使
う
と
い
う
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手
だ
っ
た

自
分
の
代
わ
り
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
行
っ
て
も
ら
お
う
と
最
高
の
記

録
紙
を
作
っ
た
。こ
こ
で
実
証
さ
れ

た
技
術
力
が
そ
の
後
の
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
用
紙
開
発
に
つ

な
が
り
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
る
。

「
我
以
外
み
な
師
と
い
う
精
神

で
謙
虚
に
人
か
ら
学
ぶ
こ
と
、
大

き
な
夢
を
持
ち
着
実
に
実
現
を
目

指
す
こ
と
が
経
営
者
と
し
て
の
重

要
な
資
質
」
と
熱
く
語
る
。

二
〇
〇
八
年
に
は
プ
リ
ン
タ
事

業
に
参
入
、
紙
加
工
業
の
立
場
か

ら
紙
の
特
質
を
生
か
し
た
プ
リ
ン

タ
開
発
と
い
う
長
年
の
夢
を
実
現

し
、
医
療
用
サ
ー
マ
ル
プ
リ
ン
タ

を
開
発
し
た
。

二
十
年
前
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
が
百
％
で

あ
っ
た
売
上
を
自
社
独
自
開
発
商

品
五
十
％
ま
で
に
引
き
上
げ
、
収

益
力
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
コ
ス
ト
競
争
の
世
界
で
は

勝
負
せ
ず
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
、
新
商
品
を
常
に
開
発

し
続
け
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ
た
。

池
上
金
型
工
業
株
式
会
社
の
創
業

は
、
昭
和
九
年
十
月
。
本
年
で
創
業

七
十
五
年
の
長
い
歴
史
を
有
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
用
金
型
及
び

金
型
部
品
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
中
曽
根
事
業
所
（
久

喜
市
）、
大
利
根
事
業
所
（
大
利
根

町
）
の
二
つ
の
金
型
工
場
及
び
金
型

部
品
を
製
造
す
る
河
原
井
事
業
所

（
久
喜
市
）
の
三
事
業
所
を
有
す
る

ほ
か
、
国
内
関
係
会
社
二
社
、
海
外

生
産
拠
点
は
、
メ
キ
シ
コ
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
三
拠
点
を
有
す
る
、

射
出
成
形
用
金
型
で
は
、
国
内
五
指

に
入
る
企
業
で
あ
る
。

同
社
は
、
薄
型
Ｔ
Ｖ
や
掃
除
機
な

ど
の
家
電
製
品
の
筐
体
部
材
を
主
力

に
、
自
動
車
の
内
装
部
品
、
注
射
器

な
ど
の
医
療
機
器
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
用
の
ケ

ー
ス
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
食

品
用
容
器
な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
製

品
量
産
の
た
め
の
金
型
を
製
造
し
て

い
る
。
中
で
も
、
三
十
七
イ
ン
チ
以

上
の
薄
型
Ｔ
Ｖ
外
枠
筐
体
の
金
型
で

は
、
高
品
質
、
短
納
期
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
保
有
し
て
い
る
。

通
常
、
金
型
メ
ー
カ
ー
は
一
つ
の

分
野
の
金
型
に
特
化
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
当
社
は
五
〇
年
以
上

に
わ
た
り
累
計
三
万
型
以
上
の
様
々

な
金
型
を
製
作
し
て
き
た
実
績
と
技

術
を
有
し
、
多
様
な
形
状
や
多
種
類

の
樹
脂
素
材
に
対
応
し
て
き
て
い
る
。

長
年
培
っ
た
金
型
設
計
・
製
造
技

術
に
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ
Ｅ

に
よ
る
高
速
デ
ー
タ
処
理
と
高
精
度

の
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
に
よ
る
加
工
等
最

先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
熟
練
工
の
技
術

を
組
み
合
わ
せ
て
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
金
型
を
製
造
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
実
績
が
評

価
さ
れ
、経
済
産
業
省
よ
り
、平
成
十

九
年
六
月
に
「
二
〇
〇
七
年
元
気
な

モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業
三
〇
〇
社
」、

平
成
二
十
一
年
二
月
に
は
「
雇
用
創

出
企
業
一
四
〇
〇
社
」に
選
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
当
社
の
研
究
開
発
事
業

が
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支
援
事

業
の
認
定
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、本
年
五
月
、天
皇
陛
下
の

産
業
施
設
視
察
対
象
企
業
と
な
り
、経

済
産
業
副
大
臣
、
経
済
産
業
省
事
務

次
官
、
関
東
経
済
産
業
局
長
等
が
随

行
し
、天
皇
陛
下
が
行
幸
さ
れ
て
い
る
。

当
社
の
現
経
営
者
、
池
上
正
信
氏

は
三
代
に
わ
た
る「
客
先
・
取
引
先
・

社
会
の
お
役
に
立
つ
」
の
経
営
理
念

と
「
信
和
協
労
・
少
数
精
鋭
・
創
意
と

誠
実
と
熱
意
」
の
経
営
姿
勢
に
基
づ

く
社
業
経
営
の
傍
ら
、
本
年
三
月
に

は
、日
本
工
業
大
学
大
学
院（
専
門
職
）

技
術
経
営
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了

す
る
な
ど
、
金
型
業
界
の
若
手
経
営

者
の
中
で
は
一
目
置
か
れ
る
存
在
で

あ
り
、池
上
社
長
の
リ
ー
ド
の
も
と
当

社
は
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
い
る
。

業
界
全
体
と
し
て
は
、
ユ
ー
ザ
ー

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と
国
内
市

場
の
縮
小
と
い
う
逆
風
の
環
境
下
に

あ
る
が
、当
社
は
、今
後
も
中
核
技
術

の
強
化
と
人
材
育
成
を
ベ
ー
ス
と
し

た
技
術
経
営
戦
略
を
立
案
・
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、日
本
製
品
の
優
位
性
を

支
え
続
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：池上金型工業�
本 社：北埼玉郡大利根町豊野台２‐６６４‐８
電 話：０４８０‐４４‐８６８６
Ｆ Ａ Ｘ：０４８０‐７２‐８１６０
代 表 者：代表取締役社長 池上正信
創 業：昭和９年１０月（会社設立 昭和２０年５月）
資 本 金：２億７５４０万円
従業員数：２２８名
事業内容：プラスチック射出成形用金型及び金型部品

の製造
http : //www.ikegami-mold.co.jp

DATA

会 社 名：株式会社 中川製作所
本 社：蕨市錦町２‐５‐２１
代 表 者：代表取締役社長 一色 譲
設 立：１９５８年７月２日
資 本 金：２，０００万円
従業員数：３１２人（国内パート含む）
事業内容：紙加工品製造業
電 話：０４８‐４４４‐８２１１
http : //www.nakagawa-mfg.co.jp

中
部

池
上
金
型
工
業
㈱

陛
下
も
ご
視
察
さ
れ
た
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
水
準
確
立

南
部

�
中
川
製
作
所

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

対
策
の
用
品
に
注
目
す
る

一色 譲社長

開
発
し
た
医
療
用
サ
ー
マ
ル
プ

リ
ン
タ

天
皇
陛
下
に
製
造
工
程
を
説
明

す
る
池
上
社
長

技
術
者
に
質
問
す
る
天
皇
陛
下

右
端
が
池
上
社
長
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１．鋼・合成構造の設計法
の開発

２．ゴムなどの高分子材料
を用いた制震デバイスの
解析と力学モデルの開発

学歴・略歴
奥井 義昭
（おくい よしあき）
１９８５年３月 埼玉大学大学
院理工学研究科修士課程
修了

１９８５年４月 川崎重工業�
入社

１９８９年４月 埼玉大学工学
部助手

１９９３年５月 博士（工学）
（東京大学）

１９９３年４月 埼玉大学工学
部助教授

１９９６年５月～１９９７年２月
デルフト工科大学客員研
究員

２００９年４月 埼玉大学工学
部教授

現在に至る

現在、以下の内容の研究を行っ
ています。

�鋼橋および鋼コンクリート合成橋梁の設計法に
関する研究、
�橋梁設計における安全係数の合理的決定法に関
する研究、
�橋梁用ゴム支承の耐震設計用レオロジーモデル
の開発とゴム支承の温度依存性に関する研究、
�橋梁維持管理のためのリダンダンシーやVul-
nerability assessment に関する研究、
�結晶性硬岩の超長期劣化問題に対する解析モデ
ルの開発、
以上のテーマは、構造物（特に橋梁）に係わる
ものと、ゴムなどの高分子材料や岩石の材料レベ
ルでのモデル化や解析に係わるものに大別されま
すが、一貫しているのは力学的な挙動
に係わる研究を行っています。
これらの研究テーマを行うために、
有限要素法などの構造解析ソフトや材
料試験装置を所有しています。
研究成果の一例として、鋼トラス橋
のリダンダンシー解析結果を図１に示
します。米国ミネソタでトラス橋が落
橋した事故をご存知の方も多いかと思

います。今後、日本でも公共構造物の維持管理が
重要なテーマになると考えられています。リダン
ダンシー解析とはある部材が破断した場合、橋梁
全体が崩壊するか否かを数値シミュレーションで
判定するものです。リダンダンシー解析の結果か
ら部材の重要度を判定し、限られた維持管理のた
めの予算の中から、重要な部材から重点的に点検
調査することが可能になるものと期待されていま
す。本研究室では合理的なリダンダンシー解析の
ガイドライン作りを進めています。
今後の展開としては、鋼合成橋梁の設計法の合理
化、維持管理のための研究を進めようと考えてい
ます。ゴム支承に関する研究においては、速度依存
性、温度依存性を考慮するためのモデル化や耐震
設計での取り扱いについて研究を進める予定です。

１．簡便・迅速・安価な検
査薬としての実用化

２．本研究の原理を利用し
たより使い易い形の検出
キットの考案と事業化

学歴・略歴
幡野 健
（はたの けん）
平成３年３月 東京電機大
学工学部応用理化学科卒
業

平成５年３月 茨城大学大
学院理学研究科化学専攻
修士課程修了

平成９年３月 筑波大学大
学院化学研究科化学専攻
博士後期課程修了

平 成９年４月 The Uni-
versity of Toronto 博
士研究員

平成１０年１０月 九州大学有
機化学基礎研究センター
非常勤研究員

平成１２年４月 理化学研究
所フォトダイナミクス研
究センター フロンティ
ア研究員

平成１３年４月 埼玉大学工
学部機能材料工学科 助
手

平成１６年４月 埼玉大学工
学部機能材料工学科 講
師

現在に至る

これまでに我々は、機能性糖鎖
を細胞表層の糖鎖のように集積化

させることにより糖鎖単体よりも接着能が３桁も
高められる糖鎖クラスター効果を利用し、カルボ
シランデンドリマーを糖鎖の集積場とするO１５７
の産生するベロ毒素、インフルエンザウイルス、
デングウイルスに対する阻害剤�の開発を行って
きた（各々R=Gb３、SLac、nLac４）。一方、感
染症の原因となるウイルス・微生物の分泌する毒
素による感染を最小限に止めるため、安価・迅速・
簡便な方法の開発が現在でも進められているが、
これら全てを満たす画期的な検出法はまだ確立さ
れていない。そこで我々は１のウイルスや毒素に
対する選択的接着能を利用した新しいウイルス・
毒素の検出薬の創製に着手した。
ウイルス・毒素を視覚的に検出可能にするには、
それらの存在により色調や強度が変化する特殊な
色素もしくは発光部位を１に導入する必要がある。
我々は、その様な部位として凝集状態によりフォト
ルミネッセンス（PL）強度が変化するシロール基
に着目し、これを組み合わせた化合物�の創薬を
行なった。毒性の無いピーナッツレクチン（PNA）
をウイルス等の代替物として用いた検出試験を行

った。その結果、PNAが存在しないとき２（R=Lac）
は HEPES 緩衝液中で非常に強い PL発光を示し
たが、PNAの添加とともにその強度は徐々に減少し、
最終的に１／２０まで低下した。その強度差は肉眼
でも容易に識別可能な程であった。この蛍光消光
現象と糖鎖の標的認識能の組合せを利用すれば、
レクチンの一種であるウイルス・毒素の検出も原理
的に可能である。本方法の特徴を下記にまとめた。
�検体との混合、PL観察の２工程による簡便・
迅速な検査の実現
�紫外線ランプがあれば何処でも検査できる利便
性
�糖鎖置換によ
り標的物を替
えられ、様々
なウイルス等
の検出に応用
可能
�１検査での使
用量が非常に
少量のため安
価な検査が実
現可能

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 事務局長 根岸 茂文、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

鋼・合成構造物の設計維持管理と
制震ゴムなどの力学モデルの開発

理工学研究科環境社会基盤国際コース 奧 井 義 昭 教授

ウイルス、微生物類の新しい検出方法
―糖鎖クラスター効果を基盤としたバイオセンサーの新開発―

理工学研究科物質科学部門 幡 野 健 講師

図１ トラス橋のリダンダンシー解析結果の一例
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CAE技術に関する研究、有限要素法の要素開発、PCク
ラスターを用いた並列計算の研究等が専門です。
CAEとは１９８０年米 SDRC社の Jack Lemon らによって提

唱された概念で、設計・解析・製造・試験を統一したシス
テムのもとで生産性向上を目指そうとするものです。
SDRC社ではそれを実現するソフトウェアとして I-Deas を
開発しました。その後CAEは解析そのものをさすことが
多くなりましたが、本来はもっと大きい概念です。
設計はものづくりのベースであり、CAEは設計の強力

なツールといえます。然しCAEソフトウェアは入力さえ
すれば何らかの結果が得られるので、それを正しく評価し、
設計に適切に反映させることが重要であることを、私は常
に学生諸君に強調しています。そのためには基礎学問や
CAEソフトウェアの処理内容を理解することが肝要であ
り、本学製造学科でのCAE教育ではそこに力点をおいた
授業を行っています。

最近では設計のみならず、製造工程でもCAEが活用さ
れるようになって来ています。当研究室でも構造解析以外
に鍛造解析・射出成形解析・板成形解析等の分野で加工実
験も含めた研究を行っており、製造機械設備の充実した本
学ならでのCAE研究になっていると自負しています。
埼玉県の産業界とのCAEに関する相談は現在のところ、

それほど多くはありませんが、CAE技術を使っての各種
解析相談があれば是非、大学の門を叩いて頂きたいと思い
ます。本学には最新のCADと CAEソフトウェアを備え
ていますので、強度設計分野のみならず、製造プロセス分
野でもお役に立てられるのではないかと考えています。
私の研究室の卒業生にも製造現場での生産技術に携わる

者が多いのですが、現場でもCAEを活用することが多く
なったと言います。CAEは設計・製造に益々重要なツー
ルになって来ています。

我が国は、ものづくり立国だといわれ、生産の効率化や
品質の向上のために躍起となってきました。そのために、
多くの人々は、日々あくせくと額に汗し、ものづくりに従
事してきました。ところが、昨年に起こったアメリカのリ
ーマンショックを発端にして世界的な恐慌に陥ってしまい
ました。この世界恐慌により、各国で生産調整がなされ、
労働者のリストラが行われました。我が国も、その渦に飲
み込まれ、あくせくと汗を流し、ものづくりに従事してき
たにもかかわらず、多くの企業が廃業や倒産に追い込まれ
てしまっています。そのために、消費者の購買意欲の低下
にともない、買い控えが進み、ますます、生産量が低下し
ているのが現状です。
私の専門である家具業界においても極めて厳しい環境に

あります。家具は、私たちの日常生活において欠かすこと
のできない身近な生活用具です。生活様式の洋風化で椅子
式の生活が一般化し、椅子や机などの家具を日常的に使用

しています。そのために、家具を設計する際には、機能（何
に使うか）・材料（何で作るか）・構造（どのような骨組みに
するか）・技術（どのように作るか）・造形（色や形は美しい
か）・価格（品質にあった価格か）・廃棄（環境に配慮して
いるか）などの要件を満たした家具が求められてきました。
しかし、これらの要件を満たすことは必要最低限の要件

で、今日の厳しい経済状況を脱するには、他に付加すべき
要件があると考えます。それは、子供から孫へ、さらに次
の世代へと、受け継ぐことができる高品質であり触覚的・
視覚的に高い評価が得られる要件を持ち合わせたブランド
力のある家具であるといえます。
私の研究室では、新しい木材や木質材及びその他の材料

を使った加工法の開発や人（人体）と家具との関係につい
て感性的な視点から研究しております。そこで、埼玉県の
関係産業界との連携を密にして実学的な連携を促進したい
と思っています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

新製品開発、生産性向上に必要なCAE技術
製造技能工芸学科 野 村 大 次 教授

野村大次（のむらだいじ）教授 名古屋工業大学大学院（修士課程）修了、三井造船�勤務をへて２００１年からものつくり大学教
授、技術士（情報処理部門・情報数理）、特種情報処理技術者、CAE・構造解析・有限要素法・計算力学・材料力学等が専門で
支援可能分野。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４５）

高品質化とブランド化
建設技能工芸学科 赤 松 明 教授

赤松 明（あかまつ あきら）教授、農学博士 職業訓練大学木材加工科卒業、同助手、助教授を経て２００６年４月よりものつく
り大学教授 日本木材学会、日本デザイン学会、木材加工技術協会会員。技能五輪全国家具職種競技委員、技能五輪世界大会エ
キスパート。（連絡先：０４８‐５６４‐３８５３／akamatsu@iot.ac.jp）
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埼
玉
県
と
楽
天
株
式
会

社
が
観
光
振
興
で
連
携
、

共
同
企
画
ス
タ
ー
ト

振
り
込
め
詐
欺
に
遭
わ

な
い
た
め
の
お
願
い

〜
架
空
請
求
・
融
資
保
証
金

詐
欺
に
注
意
！
〜

◆
埼
玉
県
と
楽
天
株
式
会
社
が
観
光
振
興

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

７
月
３
日
に
、
上
田
知
事
と
三
木
谷
会

長
が
連
携
協
定
に
調
印
し
、
埼
玉
県
と
楽

天
株
式
会
社
（
以
下
、
楽
天
）
が
今
後
も

連
携
し
て
地
域
社
会
の
発
展
に
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

調
印
式
と
同
時
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見

で
、
上
田
知
事
は
「
楽
天
市
場
に
は
、（
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
旅
行
の
予
約
に
よ
る
）
デ

ー
タ
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
こ

の
デ
ー
タ
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
把
握
で
き
る

の
で
、
消
費
者
の
動
き
が
す
ぐ
に
見
え
る
。

県
の
産
業
施
策
に
も
こ
の
デ
ー
タ
が
生
か

せ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語

り
ま
し
た
。

ま
た
、三
木
谷
会
長
は「
デ

ー
タ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

楽
天
の
強
み
な
の
で
、楽
天
の

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
県
と
一

緒
に
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
連
携
の
効
果

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

◆
「
埼
玉
県
も
の
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
に
楽
天
が
タ
イ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施

県
で
は
、
協
定
締
結
後
の
共
同
企
画
と

し
て
、
埼
玉
県
と
楽
天
が
共
同
で
産
業
観

光
の
取
組
を
活
性
化
さ
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

工
場
見
学
や
伝
統
工
芸
体
験
な
ど
に
参

加
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
「
埼
玉
県
も

の
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
楽
天
が

タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
楽
天
サ
イ
ト
の
中
で
使

用
で
き
る
「
楽
天
ス
ー
パ
ー
ポ
イ
ン
ト
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全

国
で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
及
び
楽
天
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
９
月
１３
日
で
終
了
）

◆「
ま
ち
楽

埼
玉
」に
「
見
ご
ろ
食
べ
ご

ろ

あ
っ
！
ち
ょ
っ
と
驚
き
埼
玉
県
」

開
設

日
本
最
大
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
楽
天
市
場
」を
運
営
す
る

楽
天
の
地
域
情
報
サ
イ
ト
「
ま
ち
楽

埼

玉
」に
、
埼
玉
県
と
楽
天
の
共
同
企
画「
見

ご
ろ
食
べ
ご
ろ

あ
っ
！
ち
ょ
っ
と
驚
き

埼
玉
県
」（
Ｕ
Ｒ
Ｌhttp://event.rakuten.

co.jp/area/saitam
a/tieup/

）
を
７
月
３

日
に
開
設
し
ま
し
た
。
同
サ
イ
ト
で
は
、

県
の
観
光
情
報
や
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の

紹
介
な
ど
埼
玉
県
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
に
向
け

て
直
接
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
観
光
課
（
０
４
８
―
８
３

０
―
３
９
５
５
）

埼
玉
県
警
察
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
と
も
に
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

や
防
犯
メ
ー
ル
の
発
信
、
自
治
会
の
回
覧

板
に
よ
る
呼
び
掛
け
な
ど
、
様
々
な
広
報

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
振
り
込
め
詐
欺
は
高
齢
者

が
騙
さ
れ
る
も
の
」
と
か
、「
自
分
は
騙

さ
れ
な
い
自
信
が
あ
る
」
と
い
っ
た
先
入

観
を
持
っ
た
方
も
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、

架
空
請
求
詐
欺
、
融
資
保
証
金
詐
欺
、
還

付
金
等
詐
欺
の
四
つ
の
手
口
が
あ
り
、
被

害
者
に
高
齢
者
の
方
が
多
い
の
は
オ
レ
オ

レ
詐
欺
と
還
付
金
等
詐
欺
で
す
。
働
き
盛

り
が
狙
わ
れ
る
の
が
架
空
請
求
詐
欺
と
融

資
保
証
金
詐
欺
に
な
り
ま
す
。

円
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
架
空
請
求
詐
欺

の
被
害
者
の
７０
％
以
上
が
２０
歳
代
か
ら
４０

歳
代
で
す
。ま
た
、融
資
保
証
金
詐
欺
の
被

害
者
の
６０
％
以
上
が
２０
歳
代
か
ら
４０
歳
代

の
方
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

◎
架
空
請
求
詐
欺
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

携
帯
電
話
に
お
け
る
サ
イ
ト
の
使
用
料
、

登
録
料
、
解
約
料
な
ど
の
名
目
で
、
支

払
い
義
務
の
な
い
料
金
を
請
求
す
る
。

◎
融
資
保
障
金
詐
欺
…
融
資
す
る
意
思
は

無
い
の
に
、
実
在
す
る
金
融
機
関
を
装

い
、
有
利
な
条
件
で
融
資
を
行
う
旨
の

メ
ー
ル
、
葉
書
、
封
書
を
送
付
す
る
な

ど
し
て
、
融
資
の
申
込
者
か
ら
手
数
料

又
は
保
証
金
名
目
で
現
金
を
請
求
す
る
。

平
成
２１
年
８
月
ま
で
の
埼
玉
県
内
の
被

害
状
況
は
、
架
空
請
求
詐
欺
が
７３
件
、
１

億
５
６
２
万
円
、
融
資
保
証
金
詐
欺
が
４０

件
、
３
千
３
８
２
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
一

件
あ
た
り
の
被
害
額
が
大
き
い
う
え
に
、

騙
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
自
分
に
対
す
る
叱

責
な
ど
、
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
い

犯
罪
と
言
え
ま
す
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か

り
と
し
た
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
冷
静
に

判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
企
業
で
で
き
る
範
囲
の
啓
発
を
ご
検

討
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
手
前
式
の
防

犯
教
室
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
相
談
、

ご
質
問
は
お
近
く
の
警
察
署
の
生
活
安

全
課
又
は
埼
玉
県
警
察
本
部
振
込
め
詐

欺
（
恐
喝
）
総
合
対
策
本
部
ま
で
。

〈
問
合
せ
〉
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画

課（
０
４
８
―
８
３
２
―
０
１
１
０
）

Ｕ
Ｒ
Ｌw

w
w
.police.pref.saitam

a.lg.

jp

彩
の
国
か
ら
第第４４９９回回

県
政
情
報

被害金額
【千円以下切捨て】

５億１，３５８万円

３億５，１７７万円

１億５６２万円

３，３８２万円

２，２３５万円

認知件数
【（ ）は未遂】

３６２件（１３）

２１５件（１２）

７３件（０）

４０件（０）

３４件（１）

区 分

振 り 込 め 詐 欺

オレオレ詐欺

架空請求詐欺

融資保証金詐欺

還付金等詐欺

平成２１年１～８月
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四

契
約
法
の
信
義
則
の

規
定
化
の
意
義
を
め

ぐ
っ
て

１
、
な
ぜ
労
働
契
約
法
に
信
義
則
の
原

則
か

労
働
契
約
法
第
三
条
四
項
は
「
労
働

者
及
び
使
用
者
は
、
労
働
契
約
を
遵
守

す
る
と
と
も
に
、
信
義
に
従
い
誠
実
に
、

権
利
を
行
使
し
、
及
び
義
務
を
履
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
、
い

わ
ゆ
る
信
義
則
の
原
則
を
定
め
て
い
る
。

本
条
は
、
民
法
第
一
条
二
項
に
規
定

さ
れ
た『
信
義
誠
実
の
原
則
』を
労
働
契

約
に
お
い
て
確
認
し
た
規
定
で
あ
る
が
、

労
働
契
約
法
と
い
う
特
別
法
に
お
い
て

規
定
さ
れ
る
以
上
は
、
そ
れ
な
り
の
意

味
が
あ
る
。
そ
れ
は
労
働
契
約
関
係
は
、

売
買
契
約
な
ど
の
よ
う
に
一
回
的
な
契

約
で
な
く
、
一
般
的
に
は
採
用
か
ら
定

年
退
職
ま
で
（
そ
の
後
の
再
雇
用
ま
で

も
含
む
。）に
わ
た
る
長
期
の
契
約
関
係

で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

特
に
終
身
雇
用
慣
行
と
い
わ
れ
る
採
用

か
ら
定
年
ま
で
一
つ
の
企
業
で
勤
務
す

る
労
働
者
が
多
い
我
が
国
で
は
、
四
〇

年
以
上
に
も
わ
た
る
長
期
間
の
継
続
的

雇
用
関
係
と
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
し
て
、
常
に
労
働
者
の
働
く
企
業

は
資
本
主
義
社
会
の
自
由
競
争
の
下
に

お
い
て
、
事
業
の
縮
小
、
閑
鎖
、
合
併
、

解
散
等
に
よ
っ
て
消
滅
の
危
険
す
ら
あ

り
得
る
と
い
っ
た
景
気
変
動
や
企
業
間

競
争
に
よ
る
浮
沈
が
日
常
的
で
あ
る
。

一
方
、
労
働
者
側
は
そ
の
よ
う
な
倒

産
の
危
険
を
常
に
孕
む
企
業
に
雇
用
さ

れ
、
賃
金
を
得
て
生
活
し
家
族
を
養
い

子
供
を
育
て
、
教
育
す
る
と
い
う
勤
労

者
と
し
て
の
家
庭
生
活
を
営
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
の
存

立
は
自
己
の
生
活
の
維
持
上
の
命
題
で

も
あ
り
、
労
働
条
件
の
向
上
、
生
活
の

安
定
は
ま
さ
に
企
業
の
発
展
に
か
か
っ

て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
使
用
者
と
労

働
者
と
は
利
害
が
一
致
し
、
と
も
に
企

業
の
永
続
的
発
展
を
は
か
る
必
要
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
運
命

共
同
体
と
い
え
る
（
第
１
図
参
照
）。

す
な
わ
ち
、
な
ぜ
労
働
契
約
法
に
お

い
て
信
義
則
の
原
則
が
わ
ざ
わ
ざ
定
め

ら
れ
た
か
と
い
う
と
基
本
は
、
い
わ
ば

こ
の
労
使
の
継
続
的
な
契
約
関
係
と
生

活
保
持
の
共
同
体
の
関
係
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

２
、
労
使
対
決
か
ら
信
頼
関
係
へ

労
働
契
約
法
が
成
立
し
、
共
存
共
栄
、

相
互
信
頼
の
立
場
に
立
っ
た
労
使
間
の

信
義
則
の
原
則
が
特
に
同
法
上
規
定
化

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
の
時
代

に
主
張
さ
れ
て
い
た
「
労
働
」
と
「
経

営
」
は
、
敵
対
的
関
係
に
あ
り
労
働
者

階
級
の
団
結
闘
争
に
よ
り
「
経
営
」
を

打
倒
し
、
労
働
者
階
級
の
社
会
を
実
現

す
る
と
い
う
「
労
使
対
決
」
の
構
造
は

終
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
労
働
法
の
憲
法
上
の

基
本
構
造
」
に
関
し
て
は
、「
そ
の
中

軸
に
団
結
権
と
団
体
行
動
権
と
の
保
障

が
存
在
す
る
。
こ
の
保
障
の
中
に
は
ゼ

ネ
ス
ト
も
含
ま
れ
、
ゼ
ネ
ス
ト
に
は
現

実
に
は
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
内
在
す

る
。
あ
た
か
も
こ
れ
に
対
応
す
る
か
の

よ
う
に
、
憲
法
の
規
範
的
構
造
そ
の
も

の
の
中
に
社
会
主
義
的
原
理
が
規
範
化

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
労
働
者
た

ち
は
憲
法
上
の
保
障
の
も
と
に
労
働
組

合
を
組
織
し
、
そ
の
強
大
拡
大
を
は
か

り
、
団
体
交
渉
し
、
ス
ト
そ
の
他
の
争

議
行
為
を
媒
介
と
し
て
団
結
し
、
労
働

協
約
を
締
結
し
、
そ
の
失
効
と
と
も
に

再
び
お
の
ず
か
ら
必
然
的
に
強
大
化
す

る
組
織
力
を
利
用
し
、
よ
り
有
利
な
労

働
条
件
の
か
く
得
を
目
ざ
し
て
団
体
交

渉
し
、
争
議
行
為
を
な
し
、
団
結
し
、

労
働
協
約
を
締
結
す
る
。
こ
れ
を
く
り

返
す
ご
と
に
自
然
必
然
的
に
労
働
協
約

の
内
容
は
労
働
者
に
有
利
に
向
上
す
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
労
働
者
た
ち
は
憲
法

上
の
規
範
的
拠
点
に
も
と
づ
い
て
生
存

権
や
勤
労
権
ま
た
は
労
働
者
保
護
権
の

実
現
を
め
ざ
す
基
本
的
要
求
を
も
強
制

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ

っ
て
こ
の
要
求
の
貫
徹
を
は
か
る
こ
と

も
憲
法
の
規
範
的
構
造
か
ら
許
容
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

憲
法
上
の
労
働
法
的
規
範
的
構
造
ま
た

は
労
働
者
組
織
の
拡
大
強
化
の
必
然
性

を
媒
介
し
事
実
上
革
命
の
危
険
を
包
有

す
る
。」（
浅
井
清
信
「
労
働
基
本
権
と

公
共
の
福
祉
、
権
利
の
濫
用

下
」
一

三
三
〜
一
三
四
頁
）
と
い
う
、
労
働
と

資
本
（
経
営
）
の
対
決
の
時
代
に
は
、

労
使
は
共
存
共
栄
の
関
係
で
は
な
く
、

打
倒
す
べ
き
対
象
で
す
ら
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
今
日
で
は
、
労
使
間
の

信
義
則
の
原
則
に
立
っ
て
両
者
は
保

護
・
配
慮
の
関
係
、
あ
る
い
は
誠
実
信

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
九
十
一
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
５
）

弁
護
士

安

西

�

第１図 労働契約上の信義則の根拠

�

連載
�
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第２図 対決から信頼へ 頼
義
務
と
安
全
配
慮
義
務
と
い
っ
た
労

使
双
方
が
信
義
則
に
立
っ
た
関
係
を
形

成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

労
働
契
約
法
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
労
働
者
と
使
用
者
が
相
互
信
頼
関
係

に
基
づ
く
保
護
、
配
慮
、
誠
実
、
協
力

と
い
っ
た
信
義
則
関
係
を
構
築
し
、
当

事
者
間
の
自
主
自
由
な
合
意
に
よ
る
安

定
的
契
約
関
係
を
指
向
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
労
使
関
係
は
対
決
か
ら
信

頼
関
係
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

３
、
働
き
や
す
い
職
場
へ
の
使
用
者
の

配
慮
義
務

労
働
契
約
関
係
に
お
け
る
信
義
則
は

い
ろ
い
ろ
な
場
面
に
お
い
て
認
め
ら
れ

る
が
、「
労
使
対
決
」
の
終
焉
を
物
語

る
も
の
は
、
使
用
者
の
労
働
者
に
対
す

る
信
頼
関
係
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
形
成
へ
の
配
慮
義
務
の
確
立
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
も

と
も
と
安
全
配
慮
義
務
の
考
え
方
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、「
安
全
配
慮
義
務

は
、
あ
る
法
律
関
係
に
基
づ
い
て
特
別

な
社
会
的
接
触
の
関
係
に
入
っ
た
当
事

者
間
に
お
い
て
、
当
該
法
律
関
係
の
付

随
義
務
と
し
て
当
事
者
の
一
方
ま
た
は

双
方
が
相
手
方
に
対
し
て
信
義
則
上
負

う
義
務
と
し
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る

べ
き
も
の
」（
昭
和
五
〇
・
二
・
二
五

最
高
裁
第
三
小
判
決
、
陸
上
自
衛
隊
八

戸
車
両
整
備
工
場
事
件
）
と
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
信
義
則
上
の
付
随
義
務
と

し
て
発
生
す
る
義
務
な
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
人
間
関
係
を
含
む
職
場
環
境
に

つ
い
て
も
、「
使
用
者
は
被
用
者
に
対

し
、
労
働
契
約
上
附
随
義
務
と
し
て
信

義
則
上
職
場
環
境
配
慮
義
務
、
す
な
わ

ち
被
用
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
保
つ
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
義
務

を
負
っ
て
お
り
」（
平
九
・
一
一
・
五

津
地
判
、
三
重
セ
ク
ハ
ラ
事
件
、
労
判

七
二
九
号
五
四
頁
）
と
さ
れ
、
ま
た
、

「
使
用
者
は
、
被
用
者
と
の
関
係
に
お

い
て
社
会
通
念
上
伴
う
義
務
と
し
て
、

被
用
者
が
労
務
に
服
す
る
過
程
で
生
命

及
び
健
康
を
害
し
な
い
よ
う
職
場
環
境

等
に
つ
き
配
慮
す
べ
き
注
意
義
務
を
負

う
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
労
務
遂
行
に

関
連
し
て
被
用
者
の
人
格
的
尊
厳
を
侵

し
そ
の
労
務
提
供
に
重
大
な
支
障
を
来

す
事
由
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
又

は
こ
れ
に
適
切
に
対
処
し
て
、
職
場
が

被
用
者
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を

保
つ
よ
う
配
慮
す
る
注
意
義
務
も
あ
る

と
解
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、「
被
告
代

表
者
は
、
文
字
ど
お
り
代
表
取
締
役
で

あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
原
告
の
上
司
と

し
て
、
そ
の
職
場
環
境
を
良
好
に
調
整

す
べ
き
義
務
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
も

の
と
い
え
る
。」（
平
四
・
四
・
一
六
福

岡
地
判
、
福
岡
セ
ク
ハ
ラ
事
件
、
労
判

六
〇
七
号
六
頁
）
と
い
う
時
代
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
職
場
の
人
間
関

係
を
含
む
職
場
環
境
良
好
化
義
務
を
使

用
者
が
負
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
労
使
対
決
の
終
焉
が
立
法
上
も

明
白
に
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

４
、
信
義
則
を
め
ぐ
る
正
社
員
と
非
正

社
員
の
問
題

「
信
義
に
従
い
、
誠
実
に
権
利
を
行

使
し
、及
び
義
務
を
履
行
す
る
」（
労
働

契
約
法
第
三
条
四
項
）と
い
う「
信
義
誠

実
の
原
則
」
を「
信
義
則
」と
い
い
、
こ

れ
は
取
引
の
当
事
者
は
権
利
の
行
使
や

義
務
の
履
行
に
お
い
て
更
に
相
手
方
の

正
当
な
期
待
や
信
頼
に
応
え
、
そ
れ
を

裏
切
ら
な
い
で
誠
意
を
も
っ
て
行
動
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
法
的
価
値
を
い
う
。

裁
判
例
に
お
い
て
労
働
関
係
に
つ
い

て
最
初
に
信
義
則
が
登
場
し
た
の
は

「
従
業
員
は
、
労
働
契
約
関
係
に
随
伴

す
る
信
義
則
上
の
要
請
と
し
て
、
企
業

の
秘
密
を
洩
ら
し
そ
の
信
用
を
損
な
う

等
一
般
に
企
業
の
利
益
を
害
す
る
よ
う

な
言
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
忠
実
義
務

を
負
う
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
右
義
務

に
対
応
し
て
、
従
業
員
の
職
務
外
に
お

け
る
私
的
な
素
行
、
言
動
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
が
企
業
の
運
営
に
何
ら
か
の
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
の

利
益
が
害
さ
れ
又
は
害
さ
れ
る
虞
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
限

り
に
お
い
て
こ
れ
を
懲
戒
の
対
象
と
な

し
得
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。」（
昭
和
四
一
・
二
・
一
〇
東
京
地

判
、
横
浜
ゴ
ム
事
件
、
労
民
集
一
七
巻

一
号
四
七
頁
）
と
の
判
示
で
あ
る
。
そ

の
後
労
働
者
の
信
義
誠
実
義
務
の
根
拠
、

範
囲
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
あ
り
、
こ
の

概
念
に
つ
い
て
は
「
ド
イ
ツ
労
働
法
で

は
、
労
働
者
の
誠
実
義
務
は
使
用
者
の

配
慮
義
務
と
対
を
な
し
、
人
格
的
共
同

体
関
係
と
し
て
の
労
働
関
係
に
内
在
し

た
義
務
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

最
近
で
は
、
労
働
関
係
を
こ
う
し
た
特

殊
な
法
律
関
係
と
捉
え
る
こ
と
に
否
定

的
な
見
解
が
強
く
な
り
、
そ
こ
で
は
ま

た
労
働
者
の
行
動
を
余
り
に
広
く
把
捉

す
る
誠
実
義
務
の
概
念
に
つ
い
て
も
批

判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
」（
和
田
肇
「
労
働
者
の
誠
実
義
務
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
「
新
労
働
法
の
争
点
」
一

七
四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

労
働
契
約
は
そ
の
継
続
的
性
格
あ
る
い

は
人
格
的
性
格
か
ら
労
使
間
に
お
い
て

は
強
い
信
頼
関
係
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
そ
の
後
最
高
裁
も
信

義
則
上
の
包
括
的
な
義
務
を
認
め
て
い

る
（
昭
和
五
八
・
九
・
八
最
高
裁
一
小

判
決
、判
時
一
〇
九
号
一
二
一
頁
ほ
か
）。

そ
し
て
、「
労
働
契
約
法
と
い
う
特

別
法
が
制
定
さ
れ
る
以
上
は
、
労
働
契

約
法
固
有
の
原
則
と
し
て
も
信
義
則
を

明
記
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
」（
野
川
「
わ
か
り
や
す
い

労
働
法
」
八
七
頁
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
、
非
正
規
雇
用
の
問

題
が
大
き
な
雇
用
不
安
と
な
っ
て
い
る
。

「
な
ぜ
正
社
員
と
非
正
社
員
と
の
間
に

労
働
条
件
等
に
つ
い
て
格
差
が
あ
る
の

か
」、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
が

基
本
的
に
は
、
労
働
契
約
関
係
に
お
け

る
信
義
則
の
関
係
の
差
異
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
労

働
契
約
に
お
い
て
は
雇
用
主
と
労
働
者

は
一
体
的
関
係
に
立
っ
て
お
り
、
労
働

契
約
関
係
の
特
徴
で
あ
る
人
格
的
、
組

織
的
、
継
続
的
性
格
は
労
使
間
で
合
致

し
、
人
格
的
共
同
関
係
が
形
成
さ
れ
、

信
義
則
関
係
は
高
度
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
使
用
者
の
労
働
者
に

対
す
る
保
護
・
配
慮
義
務
と
労
働
者
の

信
義
誠
実
義
務
と
は
対
応
し
て
一
致
す

る
関
係
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
労
働
者

派
遣
等
三
者
間
の
労
働
関
係
の
雇
用
に

な
っ
て
く
る
と
雇
用
主
と
使
用
主
は
分

離
さ
れ
（
使
用
と
雇
用
の
分
離
）
労
働

者
の
信
義
誠
実
義
務
に
対
応
す
る
保

護
・
配
慮
義
務（
特
に
安
全
配
慮
義
務
）

は
、
実
際
の
派
遣
労
働
者
に
指
揮
命
令

し
て
使
用
す
る
派
遣
先
に
委
託
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
派
遣
労
働
者

は
派
遣
先
と
は
雇
用
関
係
に
は
な
い
の

で
、
労
働
契
約
に
附
随
す
る
信
義
誠
実

義
務
も
希
薄
化
し
て
、
誰
に
保
護
・
配

慮
を
要
求
し
、
誰
に
信
義
誠
実
を
通
せ

ば
よ
い
の
か
、
不
明
白
と
な
る
こ
と
が

基
本
的
な
問
題
と
な
る
。
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す
な
わ
ち
、第
３
図
の
と
お
り
、通
常

の
労
働
契
約
で
は
労
働
者
の
信
義
誠
実

義
務
と
使
用
者
の
保
護
・
配
慮
義
務
は

対
応
関
係
に
立
っ
て
い
る
が
、派
遣
関
係

の
場
合
に
は
こ
れ
が
分
離
し
て
い
る
こ

と
が
労
働
関
係
を
希
薄
化
し
、
諸
問
題

を
発
生
さ
せ
て
い
る
原
因
と
思
わ
れ
る
。

５
、
パ
ー
ト
労
働
と
信
義
則
と
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
一
年
四
月
一
日

か
ら
の
パ
ー
ト
労
働
法
に
お
い
て
は
、

通
常
労
働
者
（
正
社
員
）
と
同
視
さ
れ

る
短
時
間
労
働
者
に
つ
い
て
、
通
常
労

働
者
（
正
社
員
）
と
差
別
的
取
扱
い
を

し
て
は
な
ら
な
い

（
第
八
条
）
と
定
め

て
お
り
、
同
視
さ
れ

る
と
は
、
�
職
務
内

容
（
職
務
上
の
責
任

と
権
限
）、
�
人
材

活
用
の
仕
組
み
と
運

用
（
入
社
か
ら
退
職

ま
で
の
全
雇
用
期
間

に
お
け
る
人
事
配
置

等
キ
ャ
リ
ア
（
能
力
）
形
成
の
内
容
と

昇
進
や
昇
格
等
の
企
業
内
人
事
シ
ス
テ

ム
）、
が
同
一
か
否
か
と
い
っ
た
観
点

か
ら
判
断
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
正
社
員
と
非
正
社
員
と
の

労
働
契
約
に
附
随
す
る
信
義
則
の
程
度
、

内
容
の
差
異
と
い
う
点
に
着
目
す
る
な

ら
ば
第
４
図
の
よ
う
に
両
者
の
雇
用
形

態
の
性
格
、
雇
用
上
の
シ
ス
テ
ム
の
差

異
は
明
白
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
雇

用
上
の
信
義
則
の
原
点
と
さ
れ
る
人

的
・
継
続
的
関
係
に
差
異
が
あ
る
場
合

に
は
両
者
は
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
が
不
明
白

に
な
り
、
混
乱
す
る
と
両
者
の
差
異
は

不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
「
同

視
さ
れ
る
状
態
」
と
な
る
の
で
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
近
、
ま
た
急
速
に
感
染
が
拡
大
し
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
企
業
の
対
応
措
置
が

急
が
れ
て
い
る
が
、
罹
患
従
業
員
を
休
業
さ
せ
る

こ
と
一
つ
と
っ
て
み
て
も
企
業
の
法
的
根
拠
措
置

と
対
応
が
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ

る
。こ

の
点
に
つ
い
て
、
企
業
内
の
従
業
員
の
感
染

防
止
や
健
康
管
理
の
基
本
法
で
あ
る
労
働
安
全
衛

生
法
に
お
い
て
は
、「
病
者
の
就
業
禁
止
」
と
し

て
、「
事
業
者
は
、
伝
染
性
の
疾
患
そ
の
他
の
疾

病
で
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
っ

た
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
就

業
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」（
六
八
条
）
と
定
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
同
条
に

基
づ
く
労
働
安
全
衛
生
規
則

第
六
一
条
一
項
は
、「
事
業

者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
就
業
を
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
伝
染
予

防
の
措
置
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な

い
。」
と
し
て
、「
病
毒
伝
ぱ
の
お
そ
れ
の
あ
る
伝

染
性
の
疾
病
に
か
か
っ
た
者
」（
第
一
号
）
と
さ

れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
本
条
第
一
号
の
う
ち
法
定
伝
染

病
者
に
つ
い
て
は
、
伝
染
病
予
防
法
に
よ
っ
て
予

防
の
措
置
が
と
ら
れ
る
か
ら
本
号
の
対
象
と
は
な

ら
な
い
こ
と
。」（
昭
和
二
四
年
二
月
一
〇
日
基
発

一
五
八
号
、
昭
和
三
三
年
二
月
一
三
日
基
発
九
〇

号
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
伝
染
病
予
防
は
、

平
成
一
〇
年
に
感
染
症
法
が
制
定
さ
れ
、
同
法
は

廃
止
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
「
病
毒
伝

ぱ
の
お
そ
れ
の
あ
る
伝
染
病
」
は
、
感
染
症
法
に

よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
同
法
で
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
（
同
法
第
六
条
七
項
）」に
指
定
さ
れ
て
お

り
、感
染
患
者
の
就
業
禁
止
等
は
、労
働
安
全
衛
生

法
上
の
就
業
の
禁
止
（
同
法
の
就
業
禁
止
措
置
の

違
反
に
は
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。）
か
ら
は

除
か
れ
、
感
染
症
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
知
事
等

の
感
染
症
法
に
つ
い
て
の
対
応
措
置
に
よ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
企
業
自
身
の
措
置
と

し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
企
業

内
の
安
全
衛
生
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
企
業
と
し
て
は
、
万
一
の
流
行
の

拡
大
に
備
え
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
就

業
規
程
」
と
い
っ
た
も
の
を
就
業
規
則
の
付
属
規

定
と
し
て
定
め
、
感
染
予
防
の
発
生
対
策
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
一
般
事
業
者
へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、「
従
業
員
に
対
し
検
温
を
徹
底
し
、
感
染
の

疑
い
の
あ
る
場
合
に
は
出
勤
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
例
え
ば
、「
第
○
条

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
特
別
規
程
が
発
動
さ
れ
た
と
き
に
は
、
従

業
員
に
対
し
出
勤
時
に
お
い
て
検
温
等
、
健
康
状

況
を
報
告
さ
せ
、
感
染
の
疑
い
の
あ
る
従
業
員
に

対
し
て
は
、
就
業
を
禁
止
し
、
病
院
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
及
び
罹
患
判
明
者
に
は
そ
の
感
染
の
お

そ
れ
が
な
く
な
る
ま
で
、
休
業
及
び
自
宅
待
機
を

命
ず
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
病
気
欠
勤
扱
い

と
す
る
。」
と
い
っ
た
定
め
や
、
ま
た
出
勤
時
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
は
感
染
者
等
の
入
場
防
止
の
た
め

で
あ
る
か
ら
、
出
勤
時
刻
前
に
行
わ
せ
る
こ
と
等

も
定
め
て
お
か
な
い
と
入
場
時
チ
ェ
ッ
ク
が
労
働

時
間
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
、
取
扱

い
が
混
乱
す
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
規
程
と
し
て
は
、

第
一
に
従
業
員
の
感
染
防
止
と
健
康
管
理
、
第
二

に
休
業
等
の
場
合
の
賃
金
の
取
扱
い
、
第
三
に
事

業
の
継
続
計
画
と
勤
務
要
員
の
取
扱
い
、
第
四
に

ワ
ク
チ
ン
等
予
防
接
種
措
置
等
の
事
前
対
策
（
家

族
を
含
む
。）
と
い
っ
た
規
定
を
網
羅
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

特
別
就
業
規
程

弁
護
士

安
西

�

第３図 保護配慮義務と信義誠実義務

第４図 人格的・継続的性格の差異と信義則
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埼埼
玉玉
県県
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
基基
金金
へへ
のの

寄寄
附附
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
��

埼
玉
県
教
育
委
員
会
は
、『
平
成
二

十
一
年
度
埼
玉
県
高
等
学
校
進
路
・
就

職
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
』
を
八
月
二
十
六

日
�
、
さ
い
た
ま
市
民
会
館
浦
和
大
ホ

ー
ル
に
て
開
催
し
た
�
写
真
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
二
十
年
度
ま

で
は
本
会
と
連
合
埼
玉
を
母
体
と
し
た

「
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
」

が
埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
共

催
し
、
五
年
間
実
施
し
て
き
た
も
の
で
、

企
業
が
望
む
進
路
指
導
の
あ
り
方
を
実

際
に
進
路
・
就
職
指
導
に
当
た
る
県
内

高
校
教
員
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
き
た
。
昨
年
度
で
労
使

就
職
支
援
機
構
は
解
散
と
な
っ
た
が
、

セ
ミ
ナ
ー
実
施
の
重
要
性
を
認
識
し
、

県
教
育
委
員
会
が
継
続
し
て
開
催
し
た
。

当
日
は
県
内
公
立
高
校
の
進
路
・
就
職

指
導
主
事
、
担
当
者
ら
約
一
三
五
名
が

参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
民
間
企
業
派
遣
研

修
で
学
ん
だ
民
間
企
業
の
就
業
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
、
及
び
こ
れ
か
ら
の
高
校

生
の
進
路
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
県
立
学
校
民
間
企
業

等
派
遣
研
修
（
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
）
教
員
三
名
が
企
業
で
一
年
間
研

修
し
た
経
験
、
学
ん
だ
こ
と
、
企
業
が

求
め
る
学
生
像
な
ど
を
講
演
し
た
。

民
間
企
業
等
派
遣
研
修
は
、
教

員
の
資
質
の
向
上
や
視
野
の
拡
大
、

意
識
改
革
を
図
り
、
時
代
の
変
化

に
対
応
で
き
る
学
校
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で

十
三
年
目
を
迎
え
、
毎
年
五
名
程

度
、
延
べ
六
十
六
名
の
教
員
を
派

遣
し
て
い
る
。
民
間
企
業
で
一
年

間
実
際
に
就
労
し
な
が
ら
企
業
の

実
態
を
肌
身
で
体
験
す
る
も
の
で
、

派
遣
先
民
間
企
業
の
大
半
は
本
会

が
推
薦
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
会

が
教
育
局
と
連
携
し
な
が
ら
派
遣

研
修
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
や
四
者
面
談
会
な
ど
の
実

施
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

講
演
し
た
三
名
の
教
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
業
種
も
職
種
も
違
う
民
間
企
業
で
一

年
間
就
業
体
験
し
、
そ
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
気
づ
い
た
こ
と

や
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
は
、

◆
製
造
業
に
は
夢
が
あ
る
。
ま
た
中
小

企
業
だ
か
ら
こ
そ
仕
事
を
任
せ
て
も

ら
え
る
こ
と
に
気
づ
い
た

◆
三
現
主
義
（
現
場
、
現
実
、
現
物
）

の
実
践

◆
効
率
的
な
時
間
の
使
い
方
や
コ
ス
ト

の
削
減
意
識

◆
お
客
様
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
と

接
し
方

◆
組
織
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ

◆
教
師
は
も
っ
と
汗
を
か
け
と
言
わ
れ

た
こ
と

◆
職
業
プ
ロ
と
し
て
の
自
覚

◆
地
域
社
会
と
の
連
携
の
重
要
性

な
ど
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
指
導

に
つ
い
て
は
、

◆
在
学
中
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

で
職
場
体
験
さ
せ
、
自
分
の
将
来
を

考
え
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的

◆
生
徒
と
の
接
し
方
、
特
に
生
徒
の
好

き
な
こ
と
や
興
味
、
目
標
な
ど
に
よ

く
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
持
た
せ
る

よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

な
ど
、
職
業
体
験
の
重
要
性
と
自
己
ア

ピ
ー
ル
要
素
の
認
識
や
醸
成
の
必
要
性

な
ど
を
強
調
し
た
。

三
名
の
教
員
は
一
様
に
、「
外
に
出

る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
ふ
り
か
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

こ
の
進
路
・
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
と
と

も
に
、
昨
年
度
ま
で
労
使
就
職
支
援
機

構
が
開
催
し
て
き
た
「
四
者
面
談
会
」

（
生
徒
・
保
護
者
・
教
員
・
産
業
人
経

営
者
の
四
者
）
も
県
教
育
委
員
会
が
継

承
し
、
今
年
度
も
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
本
会
は
、
今
後
も
民
間
企

業
等
派
遣
研
修
で
の
会
員
企
業
推
薦
や

四
者
面
談
会
の
産
業
人
側
経
営
者
の
派

遣
な
ど
で
、
教
員
の
意
識
改
革
や
高
校

生
の
職
業
感
や
就
業
意
識
の
醸
成
活
動

に
協
力
し
て
い
く
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
保
全
な
ど
、
様
々
な
地
域
の
課
題

に
自
発
的
に
取
り
組
み
、
継
続
し
て
社

会
貢
献
活
動
を
行
う
営
利
を
目
的
と
し

な
い
民
間
団
体
で
す
。

「
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
」
は
、
こ
れ

ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
創
設
し
た
基
金
で
、
県
の
拠
出
金
と

皆
様
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

寄
附
の
方
法
と
し
て
、
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

広
く
支
援
で
き
る
「
一
般
寄
附
」、
�

身
近
な
団
体
を
希
望
し
て
寄
附
で
き
る

「
団
体
希
望
寄
附
」。
�
興
味
の
あ
る

分
野
の
活
動
を
支
援
で
き
る
「
分
野
希

望
寄
附
」
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
特
に

今
年
度
か
ら
は
五
〇
万
円
以
上
の
分
野

希
望
寄
附
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
助

成
事
業
名
に
寄
附
者
の
方
が
愛
称
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
事

業
」
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
個
人
で
一
〇
万
円
、
団
体
で

五
〇
万
円
以
上
の
寄
附
に
つ
い
て
は
、

知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
ほ
か
、

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

バ
ナ
ー
広
告
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
是
非
寄
附
を
通
じ
て
の
社
会
貢

献
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
税
法
上
の
優
遇
措
置
〉

埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基
金
へ
の
寄
附
に
は

税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

法
人
の
場
合
�
全
額
が
損
金
算
入
さ
れ

ま
す
。

個
人
の
場
合
�
所
得
税
、
個
人
住
民
税
、

相
続
税
に
つ
い
て
優
遇

さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
（
０
４
８
―
８

３
０
―
２
８
２
８
）。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

http
://w
w
w
.saitam

aken -npo.net

埼
玉
県
教
委
が
高
校
進
路
・

就
職
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催

―１８―



社宅UR

青
年
経
営
者
部
会
の
第
三
十
七
回
親

睦
ゴ
ル
フ
会
が
、
七
月
八
日
�
霞
ヶ
関

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
東
コ
ー
ス
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

青
年
部
会
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
年
間
二

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
Ｃ
方
式
に
よ

る
十
八
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で

競
わ
れ
る
。
ま
た
、
賞
品
は
優
勝
（
副

賞
・
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
）、
準
優
勝
、

三
位
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
、
ラ
ッ
キ
ー
７
、

ブ
ー
ビ
ー
賞
、
敢
闘
賞
、
参
加
賞
、
大

波
、
小
波
、
水
平
賞
と
全
て
商
品
券
で

あ
り
、
好
評
で
あ
る
。

こ
の
日
は
梅
雨
時
季
で
あ
り
、
良
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は
い
か
な
か
っ

た
が
、
初
参
加
の
岩
堀
和
久
氏
（
岩
堀

建
設
・
社
長
）、

大
野
哲
也
氏

（
大
野
建
設
・
営
業
次
長
）
も
交
え
、

さ
わ
や
か
な
、
楽
し
い
ゴ
ル
フ
会
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
中
込
秀
明
氏
（
富

士
電
子
・
社
長
）
が
優
勝
と
ベ
ス
ト
グ

ロ
ス
を
手
中
に
収
め
た
。
準
優
勝
は
山

崎
嘉
正
氏
（
亀
屋
・
社
長
）、
第
三
位

は
吉
野
寛
治
氏
（
吉
野
電
化
工
業
・
社

長
）
で
あ
っ
た
。

表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
は
、
古
川
部
会

長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
参
加

メ
ン
バ
ー
全
員
が
本
日
の
ゴ
ル
フ
、
近

況
等
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、
和
気
藹
々

と
し
た
懇
親
会
が
進
み
、
会
員
相
互
の

啓
発
・
交
流
は
、
一
層
深
め
ら
れ
た
。

中
込
秀
明
氏（
富
士
電

子
社
長

）が
優
勝

青
年
経
営

者

部

会

第
３７
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

大
会
が
行
わ
れ
た
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

優
勝
し
た
中
込
秀
明
氏
（
右
）、
左
は
古
川
部
会
長

―１９―



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

社
内
広
報
の
定
義
・
具
体
的
活
動
と

社
内
広
報
総
合
評
価
診
断
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
調
査
結
果
を
発
表

―
日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
社
内

広
報
セ
ン
タ
ー

日
本
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
社
内
広
報
セ
ン
タ

ー
は
、
こ
の
ほ
ど
「
社
内
広
報
の
定
義
と
そ
の
具

体
的
活
動
」
な
ら
び
に
「
社
内
広
報
総
合
評
価
診

断
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
を
発
表
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
社
内
広
報
総
合
評

価
委
員
会
で
は
、
企
業
と
社
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
＝
利
害
関
係
者
）
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
活
動
は
重
要
で
あ
り
、
従
業
員
は
重
要

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
下
に
、「
社
内
広
報
の
定
義
と
そ
の
具
体
的

活
動
」
を
ま
と
め
た
。
そ
の
概
念
規
定
を
基
準
に

し
て
１
１
０
の
評
価
（
チ
ェ
ッ
ク
）
項
目
か
ら
な

る
「
社
内
広
報
総
合
評
価
診
断
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
」
を
作
成
。
そ
の
目
的
は
会
員
各
社
の
社
内
広

報
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
、

そ
の
強
み
や
弱
み
を
社
内
広
報
担
当
者
や
責
任
者

に
自
己
診
断
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

同
調
査
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
た
社

内
広
報
セ
ン
タ
ー
会
員
を
対
象
に
２
０
０
８
年
１

月
か
ら
０９
年
４
月
に
か
け
て
実
施
、
６２
社
か
ら
回

答
を
得
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

の
社
内
伝
達
や
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
企
画
内
容
に

は
自
信
あ
り
」「
広
聴
活
動
は
低
調
」「
従
業
員
の

意
識
を
鼓
舞
す
る
特
集
企
画
は
紙
媒
体
が
メ
イ

ン
」「
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
迅
速
で
安
全
な
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
活
用
」
な
ど
の
諸
点
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。「
社
内
広
報
の
定
義
と
そ
の
具
体

的
活
動
」
と
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
調
査
結
果
」
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

１
�
社
内
広
報
の
定
義
と
そ
の
具
体
的
活
動

社
内
広
報
と
は
企
業
と
従
業
員
、
従
業
員
相

互
が
理
解
し
合
い
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

社
内
広
報
総
合
評
価
委
員
会
で
は
、「
広
報
」

の
中
に
存
在
す
る
「
社
内
広
報
」
の
定
義
に
つ
い

て
検
討
し
、
次
の
と
お
り
規
定
し
た
。
社
内
広
報

と
は
、「『
企
業
』
と
『
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
し

て
の
従
業
員
』
と
の
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
活
動
お
よ
び
従
業
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
あ
る
。
企
業
と
従
業
員
の
良

好
な
関
係
を
構
築
し
、
企
業
を
『
社
会
的
存
在
意

義
』
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
従
業
員
の
満

足
度
を
高
め
て
理
想
的
な
組
織
風
土
を
創
造
し
、

従
業
員
の
組
織
人
・
社
会
人
・
個
人
と
し
て
の
能

力
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
で
あ
る
」。
そ
の
上
で

社
内
広
報
が
取
り
扱
う
べ
き
領
域
、
つ
ま
り
そ
の

具
体
的
活
動
と
し
て
、
以
下
の
１１
項
目
を
取
り
扱

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

１
�
経
営
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
な
ど
の
浸
透

と
一
体
感
を
醸
成
す
る
活
動

２
�
経
営
課
題
・
経
営
計
画
の
理
解
を
促
進
す
る

活
動

３
�
企
業
全
体
と
、
自
部
門
と
他
部
門
の
役
割
の

相
互
理
解
を
促
進
す
る
活
動

４
�
組
織
風
土
と
企
業
文
化
を
創
造
・
維
持
継
承

す
る
活
動

５
�
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る

活
動

６
�
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）・
倫
理

観
を
徹
底
す
る
活
動

７
�
危
機
管
理
意
識
を
醸
成
す
る
活
動

８
�
教
育
お
よ
び
業
務
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
補
完
す
る
活
動

９
�
エ
ン
プ
ロ
イ
ヤ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に
貢
献

す
る
活
動

１０
�
社
内
外
の
知
識
・
情
報
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
是
正

す
る
活
動

１１
�
組
織
人
・
社
会
人
・
個
人
と
し
て
の
意
識
・

態
度
・
能
力
を
向
上
さ
せ
る
活
動

こ
れ
ら
１１
項
目
は
、
社
内
広
報
活
動
を
行
う
に

あ
た
っ
て
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�
社
内
広
報
総
合
評
価
診
断
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
社
内
伝
達
に
は
自
信
、
一

方
で
広
聴
活
動
は
評
価
が
低
い

６２
社
か
ら
回
答
を
得
た
「
社
内
広
報
総
合
評
価

診
断
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
は
、「
１

社
内
広
報

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
諸
活
動
（
社
内
広
報
全

般
）」「
２
―
１

紙
媒
体
・
社
内
広
報
の
媒
体
を

企
画
し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
活
動
（
編
集

方
針
・
企
画
内
容
、
編
集
技
術
な
ど
）」「
２
―
２

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
・
社
内
広
報
の
媒
体
を
企
画

し
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
活
動（
編
集
方
針
・

企
画
内
容
、
編
集
技
術
、
運
営
体
制
な
ど
）」
の

三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
以
下
略
）。

０９
年
夏
季
賞
与
・
一
時
金
大
手
企
業

妥
結
結
果
（
最
終
集
計
）

―
１
６
７
社
平
均
７５
万
３
５
０
０
円

日
本
経
団
連
は
７
月
３１
日
、「
２
０
０
９
年
夏

季
賞
与
・
一
時
金

大
手
企
業
妥
結
結
果
（
加
重

平
均
）」（
最
終
集
計
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
調
査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
以
上
、
２１
業

種
２
５
３
社
）
の
７９
・
１
％
に
当
た
る
２
０
０
社

が
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か
っ

て
い
る
１
６
７
社
の
妥
結
額
平
均
は
７５
万
３
５
０

０
円
、
ア
ッ
プ
率
は
マ
イ
ナ
ス
１７
・
１５
％
（
前
年

夏
季
の
最
終
集
計
結
果
１
７
３
社
、
９０
万
９
５
１

９
円
）
で
あ
っ
た
。
額
・
率
と
も
に
前
年
比
で
大

幅
な
減
と
な
っ
て
お
り
、
額
に
つ
い
て
は
０２
年
以

来
７
年
ぶ
り
に
７０
万
円
台
と
な
っ
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
１

３
７
社
の
妥
結
額
平
均
は
７３
万
３
８
８
０
円
、
前

年
夏
季
比
マ
イ
ナ
ス
２１
・
３２
％
、
非
製
造
業
３０
社

の
妥
結
額
平
均
は
８１
万
９
８
５
円
、
前
年
夏
季
比

マ
イ
ナ
ス
３
・
４７
％
で
あ
り
、
製
造
業
の
落
ち
込

み
が
大
き
い
。

妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
６５
万
円
〜
７０
万

円
未
満
」（
２９
社
、
２１
・
５
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
、「
６０
万
円
〜
６５
万
円
未
満
」（
１６
社
、
１１
・

９
％
）
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
、「
△
１０

％
未
満
」（
６８
社
、
５２
・
７
％
）
で
、
以
下
「
△

８
・
０
〜
△
６
・
０
％
未
満
」（
１３
社
、
１０
・
１

％
）、「
△
１０
・
０
〜
△
８
・
０
％
未
満
」（
９
社
、

７
・
０
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ッ
プ
率
が

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
企
業
（
８７
・
６
％
）
が
多
く
、

そ
の
割
合
は
前
年
夏
季
（
３９
・
０
％
）
と
比
べ
、

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

０９
年
春
季
労
使
交
渉
・
中
小
企
業
業

種
別
妥
結
結
果
（
最
終
集
計
）

―
５
６
６
社
平
均
３
４
８
６
円
、
ア

ッ
プ
率
は
１
・
３８
％
に

日
本
経
団
連
は
７
月
３１
日
、「
２
０
０
９
年
春

季
労
使
交
渉
・
中
小
企
業
業
種
別
妥
結
結
果
（
加

重
平
均
）」（
最
終
集
計
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
調
査
対
象
（
従
業
員
５
０
０
人
未
満
、
１７

業
種
７
６
４
社
）
の
７４
・
５
％
に
当
た
る
５
６
９

社
で
妥
結
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
平
均
額
が
わ
か

っ
て
い
る
５
６
６
社
の
妥
結
額
平
均
は
３
４
８
６

円
、
ア
ッ
プ
率
は
１
・
３８
％
で
あ
っ
た
。
前
年
の

最
終
集
計
結
果（
５
７
８
社
、
４
１
８
４
円
、
１
・

６６
％
）
と
比
べ
、
金
額
で
マ
イ
ナ
ス
６
９
８
円
、

率
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
２８
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
７
年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
っ
た
。

製
造
業
・
非
製
造
業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
３

８
２
社
の
妥
結
額
平
均
は
３
６
７
９
円
、
ア
ッ
プ

率
は
１
・
４４
％
と
な
り
、
前
年
の
最
終
集
計
結
果

（
３
９
５
社
、
４
６
１
１
円
、
１
・
７８
％
）
と
比

べ
る
と
、
金
額
で
９
３
２
円
、
率
で
０
・
３４
ポ
イ

ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

一
方
、
非
製
造
業
１
８
４
社
の
妥
結
額
平
均
は

３
０
５
１
円
、
ア
ッ
プ
率
１
・
２４
％
と
な
り
、
前

年
の
最
終
妥
結
結
果
（
１
８
３
社
、
３
２
５
４
円
、

１
・
３７
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
２
０
３
円
、

率
で
０
・
１３
ポ
イ
ン
ト
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

規
模
別
で
は
、「
３
０
０
人
以
上
」（
１
０
１
社
）

は
３
９
２
１
円
（
ア
ッ
プ
率
１
・
５３
％
）、「
１
０

０
〜
３
０
０
人
未
満
」（
２
８
７
社
）
は
３
１
３

５
円
（
同
１
・
２６
％
）、「
１
０
０
人
未
満
」（
１

７
８
社
）
は
３
０
７
３
円
（
同
１
・
２８
％
）
と
な

っ
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す

る
調
査
結
果
発
表

―
企
業
の
約
８
割
が
対
策
に
着
手

日
本
経
団
連
は
７
月
３０
日
、「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」

を
発
表
し
た
。
同
調
査
は
、
今
般
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
発
生
を
踏
ま
え
、

感
染
予
防
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
機
能
維
持
に

向
け
、
さ
ら
に
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
推
進
す
る

た
め
に
、
各
企
業
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

の
現
状
や
対
策
を
進
め
る
上
で
の
課
題
等
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
経
団
連
お

よ
び
東
京
経
営
者
協
会
の
会
員
企
業
、
計
２
０
２

５
社
を
対
象
に
実
施
、
有
効
回
答
社
数
は
４
５
４

社
（
回
収
率
２２
・
４
％
）
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同

調
査
で
は
、鳥
由
来
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ

５
Ｎ
１
）と
豚
由
来
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ

１
Ｎ
１
）
対
策
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て
質
問
し
て
い

る
。調

査
結
果
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
と
お

り
。

■
現
在
実
施
中
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

現
在
実
施
中
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の

上
位
は
、「
マ
ス
ク
や
手
袋
な
ど
衛
生
用
品
、
食

料
の
備
蓄
」（
８３
・
３
％
）、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
関
連
の
情
報
収
集
・
連
絡
体
制
の
整
備
」

（
８１
・
９
％
）、「
職
場
に
お
け
る
感
染
予
防
・
感

染
拡
大
防
止
策
の
策
定
」（
７９
・
３
％
）
と
な
り
、

企
業
の
約
８
割
は
既
に
何
ら
か
の
対
策
に
着
手
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
・
感
染
拡
大
防
止
策
の
必

要
性
に
対
す
る
企
業
の
認
識
は
高
い
と
い
え
る
。

■
事
業
継
続
計
画
等
の
整
備
状
況
と
今
後
１
年
間

で
重
点
的
に
取
り
組
む
予
定
の
対
策

６
月
時
点
で
６０
・
１
％
の
企
業
が
感
染
防
止
や

拡
大
防
止
に
向
け
た
社
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し

て
お
り
、
９
月
ま
で
に
は
７
割
以
上
の
企
業
で
整

備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
の
事
業

継
続
計
画
は
、
６
月
時
点
で
３２
・
１
％
の
企
業
が

策
定
し
て
い
る
が
、
策
定
企
業
は
９
月
末
ま
で
で

も
約
５
割
と
、
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
今
後
１
年
以
内
に
重
点
的
に
取
り

組
む
対
策
と
し
て
、「
継
続
業
務
の
絞
込
み
・
業

務
継
続
体
制
の
整
備
」（
４６
・
０
％
）、「
発
生
時

対
応
訓
練
の
実
施
」（
２７
・
３
％
）
を
挙
げ
る
企

業
が
多
か
っ
た
。
感
染
防
止
策
を
整
備
す
る
段
階

か
ら
、
発
生
時
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画
等
の
策

定
・
整
備
に
も
着
手
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
事
業
継
続
計
画
の
整
備
状
況
を

業
種
別
に
み
る
と
、「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業
」（
６６
・
７
％
）、「
金
融
・
保
険
業
」（
６２
・

１
％
）、「
運
輸
・
通
信
業
」（
３７
・
８
％
）
と
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
関
連
の
業
種
で
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
特
に
、「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道

業
」「
金
融
・
保
険
業
」
で
は
、
回
答
企
業
の
す

べ
て
が
年
度
内
に
は
計
画
を
整
備
す
る
予
定
で
あ

り
、
必
要
性
に
対
す
る
認
識
の
高
さ
が
み
ら
れ
た
。

■
今
後
の
対
策
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
（
あ
る

い
は
対
策
に
着
手
す
る
）
上
で
重
要
な
事
項

各
社
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
よ
り
良

い
も
の
と
す
る
上
で
重
要
と
考
え
る
事
項
に
つ
い

て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
政
府
・
自
治
体
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
の
情
報
」（
５０
・

７
％
）、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
接
種

の
た
め
の
環
境
整
備
」（
４４
・
７
％
）、「
抗
イ
ン

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２０―



フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
薬
の
国
家
備
蓄
の
促

進
」（
３８
・
３
％
）
を
求
め
る
企
業
が
多
く
み
ら

れ
た
。

ま
た
、
事
業
継
続
計
画
を
策
定
し
た
企
業
（
あ

る
い
は
策
定
過
程
に
あ
る
企
業
）
に
お
い
て
は
、

よ
り
実
効
性
の
高
い
も
の
と
す
べ
く
、
他
業
界
・

企
業
の
取
り
組
み
や
法
定
点
検
を
は
じ
め
と
す
る

法
令
遵
守
の
考
え
方
な
ど
、
具
体
的
か
つ
子
細
な

情
報
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
こ

れ
か
ら
着
手
す
る
企
業
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
へ
の
支
援
や
助
言
を
求
め
て
お
り
、
対
策

の
底
上
げ
を
図
る
た
め
に
、
一
層
の
情
報
提
供
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

日
本
経
団
連
で
は
、
こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、

企
業
間
の
情
報
交
換
や
情
報
提
供
の
機
会
を
積
極

的
に
設
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
・

自
治
体
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る

情
報
提
供
を
求
め
る
意
見
や
、
ワ
ク
チ
ン
の
早
期

接
種
の
た
め
の
環
境
整
備
、抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

ウ
イ
ル
ス
薬
の
備
蓄
と
い
っ
た
医
療
面
で
の
要
望

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
点
で

の
政
府
・
自
治
体
の
対
策
の
一
層
の
促
進
を
働
き

か
け
て
い
く
。

新
内
閣
に
望
む

２
０
０
９
年
９
月
１５
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会

新
政
権
の
発
足
に
あ
た
り
、
新
内
閣
に
は
、
国

民
の
負
託
に
応
え
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
改
革
を
後
戻
り
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
よ
り

豊
か
で
活
力
溢
れ
る
国
作
り
に
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
。
経
済
界
と
し
て
も
、
こ
の
実
現
に
向
か
っ

て
最
大
限
努
力
す
る
。

わ
が
国
経
済
は
、
最
悪
期
を
脱
し
つ
つ
あ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
急
速
な
少
子
化
・

高
齢
化
の
中
で
、
雇
用
不
安
、
地
域
経
済
の
疲
弊

や
社
会
保
障
制
度
へ
の
不
信
を
抱
え
、
国
民
の
危

機
意
識
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
る
。
新
内
閣
に

は
、
一
刻
も
早
く
経
済
を
自
律
的
な
回
復
軌
道
に

乗
せ
る
と
と
も
に
、
産
業
競
争
力
維
持
・
強
化
を

軸
と
す
る
成
長
戦
略
、
並
び
に
諸
重
要
課
題
に
取

り
組
む
包
括
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
に
よ
り
国

民
の
閉
塞
感
を
払
拭
し
て
頂
き
た
い
。

特
に
、
国
民
の
将
来
不
安
を
払
拭
し
消
費
を
拡

大
す
る
た
め
に
も
、
税
・
財
政
・
社
会
保
障
制
度

の
一
体
改
革
が
急
務
で
あ
り
、
年
金
を
は
じ
め
と

す
る
諸
制
度
に
関
す
る
超
党
派
の
取
り
組
み
が
俟

た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

を
は
じ
め
、
企
業
の
国
際
競
争
力
向
上
に
向
け
た

制
度
整
備
が
肝
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
道
州
制
の

導
入
な
ど
、
我
が
国
に
あ
る
潜
在
力
を
引
き
出
す

構
造
改
革
や
地
域
の
活
性
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
新
内
閣
が
、
国
民
各

層
の
声
に
広
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
り
国
民
生

活
と
経
済
活
動
の
実
態
を
十
分
踏
ま
え
、
以
下
の

諸
課
題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
望

む
。

記

１
�
経
済
危
機
か
ら
の
脱
却
と
民
主
導
の
成
長
力

強
化
策
の
推
進

２
�
安
心
で
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
、

社
会
保
障
番
号
の
早
期
導
入
、
抜
本
的
な
少

子
化
対
策
の
推
進
、
消
費
税
を
含
む
税
制
抜

本
改
革
・
財
政
健
全
化

３
�
民
間
活
力
の
発
揮
を
促
す
規
制
改
革
・
民
間

開
放
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
、
電
子
行
政

の
実
現
と
経
済
法
制
等
の
整
備

４
�
成
長
力
強
化
、
低
炭
素
・
循
環
型
社
会
、
健

康
長
寿
、
安
心
・
安
全
・
快
適
社
会
の
実
現
、

並
び
に
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向
け
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

５
�
国
際
的
公
平
性
、
国
民
負
担
の
妥
当
性
、
実

現
可
能
性
に
関
し
国
民
的
議
論
を
踏
ま
え
た

温
暖
化
中
期
目
標
の
設
定
、
ポ
ス
ト
京
都
議

定
書
へ
の
全
主
要
排
出
国
の
責
任
あ
る
参
加

の
実
現

６
�
公
徳
心
を
も
ち
心
豊
か
で
個
性
あ
る
人
材
を

育
成
す
る
教
育
改
革
の
推
進

７
�
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
と
雇

用
・
就
労
の
多
様
化
の
促
進

８
�
道
州
制
の
導
入
に
向
け
た
「
道
州
制
推
進
基

本
法
」
の
制
定
と
農
業
、
観
光
振
興
等
を
通

じ
た
地
域
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
経
済
圏
の

確
立

９
�
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
早
期
妥
結
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
促
進
を
は

じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
に
即

応
し
た
通
商
・
投
資
政
策
、
並
び
に
経
済
協

力
政
策
の
推
進

１０
�
戦
略
的
な
外
交
・
安
全
保
障
の
推
進
と
憲
法

改
正
に
向
け
た
合
意
形
成

以
上

「
企
業
倫
理
徹
底
の
お
願
い
」
公
表

―
御
手
洗
会
長
、
企
業
倫
理
の
確
立

求
め
る

日
本
経
団
連
は
毎
年
１０
月
を
「
企
業
倫
理
月

間
」
と
定
め
、
会
員
企
業
に
企
業
倫
理
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
は
９
月

１５
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
今
年
の
企
業
倫
理
月

間
を
前
に
「
企
業
倫
理
徹
底
の
お
願
い
」
を
公
表

し
、
改
め
て
企
業
倫
理
の
徹
底
を
求
め
た
。

御
手
洗
会
長
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
に
わ
た
る
事

業
活
動
全
般
の
総
点
検
を
お
願
い
し
、
そ
れ
に
よ

り
企
業
倫
理
の
浸
透
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

違
法
行
為
な
ど
不
祥
事
の
芽
を
早
期
に
摘
み
取
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
強
調
し
た
。

企
業
倫
理
徹
底
の
お
願
い

２
０
０
９
年
９
月
１５
日

�
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長

御
手
洗
冨
士
夫

日
本
経
団
連
で
は
、
毎
年
１０
月
を
企
業
倫
理
月

間
と
定
め
、
会
員
各
位
に
企
業
倫
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
企
業
は
社
会
か
ら
の
信
頼

に
支
え
ら
れ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、

企
業
倫
理
の
確
立
は
経
営
ト
ッ
プ
の
責
務
で
す
。

加
え
て
、
会
員
代
表
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
、

法
令
遵
守
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
や
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
の
期
待
や
要
請
を
十
分
に
踏
ま
え
、

自
社
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
を
常
に
自
問
し

つ
つ
、
企
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
企
業
倫
理
月
間
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

か
か
る
観
点
か
ら
、
会
員
各
社
の
グ
ル
ー
プ
全
体

に
わ
た
る
事
業
活
動
全
般
に
つ
い
て
、
総
点
検
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
総
点
検

を
通
じ
て
企
業
倫
理
の
浸
透
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
は
、
違
法
行
為
な
ど
不
祥
事
の
芽
を
早
期
に
摘

み
取
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
確
保
の
た
め
の
品
質
管
理

や
消
費
者
・
顧
客
対
応
の
点
検
を
行
う
こ
と
は
、

消
費
者
重
視
の
行
政
へ
の
転
換
と
い
っ
た
新
た
な

流
れ
に
添
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
企
業
倫
理
徹
底
に
向
け
た
実
効
あ

る
社
内
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
従
業

員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に
、
下
記
の
事
項

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１
�
事
業
活
動
全
般
の
総
点
検

�
取
引
・
契
約
内
容

�
消
費
者
・
顧
客
対
応
と
顧
客
情
報
管
理

�
品
質
管
理

�
従
業
員
の
安
全
確
保
・
衛
生
管
理

�
周
辺
地
域
の
安
全
確
保

２
�
企
業
倫
理
へ
の
取
組
み
体
制
の
強
化

�
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
企
業
倫
理
確
立
に
向
け
た

基
本
姿
勢
の
社
内
外
へ
の
表
明
と
具
体
的
な
取

組
み
に
関
す
る
情
報
発
信

�
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
充
実
に
向
け
た
社
内
体

制
の
強
化
（
企
業
倫
理
担
当
役
員
・
担
当
部
署

等
の
充
実
、
企
業
倫
理
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
の
機
能

強
化
等
）

�
役
員
を
含
む
階
層
別
・
職
種
別
の
教
育
・
研
修

の
充
実

�
企
業
倫
理
の
浸
透
・
徹
底
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
と

評
価

３
�
不
祥
事
が
起
き
た
場
合
の
適
切
な
対
応

適
時
的
確
な
情
報
開
示
、
原
因
の
究
明
、
再
発

防
止
策
の
実
施
、
な
ら
び
に
ト
ッ
プ
自
ら
を
含
め

た
関
係
者
の
厳
正
な
処
分

以
上

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
調

査
結
果
公
表

―
経
済
危
機
下
で
も
取
り
組
み
姿
勢

な
ど
不
変
／
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
共
通
認
識

形
成

日
本
経
団
連
は
２
０
０
５
年
に
引
き
続
き
、「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
を
全
会
員
企
業
を
対
象
に
実
施
し
、

９
月
１５
日
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
た
。
今
回
の
調

査
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
企
業
経
営
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
ら
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
推
進
上
の
課
題
を
整
理
・

分
析
す
る
目
的
で
実
施
し
た
。
加
え
て
、
昨
年
秋

以
降
の
急
激
な
経
営
環
境
の
変
化
の
中
で
、
各
社

の
取
り
組
み
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
か

に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

取
り
組
み
上
の
課
題
、
深
化
と
広
が
り

同
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
い
ま
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企

業
経
営
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
昨
年
秋
以

降
の
世
界
的
な
経
済
危
機
に
あ
っ
て
も
、
予
算
や

事
業
内
容
の
優
先
順
位
等
を
見
直
す
企
業
は
あ
る

も
の
の
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
対
す
る
理
念
や
取
り
組
み
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
取
り
組
む
上
で
の
課
題
も
、

企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
グ
ル
ー
プ
全
体
の

経
営
重
視
と
い
う
視
点
か
ら
、
深
化
と
広
が
り
を

み
せ
て
い
た
。

調
査
結
果
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

■
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
意
味

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
意
味
に
つ
い
て
は
、「
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
」「
企
業
価
値
創
造

の
一
方
策
」
な
ら
び
に
「
企
業
活
動
へ
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
の
反
映
」
の
３
つ
に
回
答
が

集
約
さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

■
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
状
況

前
回
調
査
の
０５
年
に
比
べ
、「
方
針
・
戦
略
の

明
確
化
」
や
「
推
進
体
制
の
整
備
」「
従
業
員
の

教
育
・
研
修
」「
情
報
開
示
」
へ
の
取
り
組
み
が

進
ん
だ
と
す
る
回
答
が
７
割
を
超
え
た
。

ま
た
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
方
針
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
、

国
内
外
の
連
結
対
象
会
社
や
関
連
会
社
に
広
が
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
上
の
具
体
的
な

課
題
と
し
て
、
国
籍
、
業
種
・
業
態
、
企
業
文
化

の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
各
社
の
多
様
な
従
業
員
に
対

す
る
教
育
や
、
広
報
の
難
し
さ
を
挙
げ
て
い
る
企

業
が
多
く
み
ら
れ
た
。

■
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
情
報
開
示

情
報
開
示
は
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
行
わ
れ
て

い
る
。開
示
方
法
は
、９５
％
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

開
示
し
て
お
り
、紙
媒
体
を
上
回
っ
た
。開
示
内
容

に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
、「
環
境
」「
地

域
貢
献
を
含
む
社
会
貢
献
」「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る

基
本
的
考
え
方
」「
ト
ッ
プ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
開

示
し
て
い
る
。ま
た
、約
半
数
の
企
業
が
「
不
祥
事

へ
の
対
応
状
況
も
開
示
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

■
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
の
参
考
に
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン約
７
割
の
企
業
が
日
本
経
団
連
の
「
企
業
行
動

憲
章
実
行
の
手
引
き
」、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
ツ
ー
ル
」

を
挙
げ
て
お
り
、
最
も
多
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
次
に
多
か
っ
た
の
が
「
国

際
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
で
あ
り
、
企
業
活
動
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を
裏
付
け
て
い
る
。

―２１―



改
正
育
介
法９月

末
施
行

厚
生
労
働
省
は
８
月
２６
日
、
７
月
１
日
に

公
布
し
た
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
今
後

の
施
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
労
働
政
策
審
議
会

雇
用
均
等
分
科
会
に
提
示
し
た
。
法
違
反
の

企
業
名
公
表
や
虚
偽
報
告
に
対
す
る
過
料
と

い
っ
た
罰
則
制
度
の
創
設
や
、
都
道
府
県
労

働
局
長
に
よ
る
紛
争
解
決
援
助
制
度
の
創
設

な
ど
の
第
１
次
施
行
日
を
９
月
３０
日
と
す
る

と
報
告
。
第
２
、
３
次
施
行
に
当
た
り
省
令
・

指
針
で
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
主
な
事
項
も

示
し
た
。
厚
労
省
は
次
回
の
分
科
会
に
も
、

具
体
的
な
原
案
を
示
す
考
え
。

罰
則
制
度
な
ど
先
行
創
設

分
科
会
に
省
令
・
指
針
事
項
提
示

改
正
育
介
法
の
施
行
に
つ
い
て
は
第
１
次
、

第
２
次
、
第
３
次
と
、
３
段
階
に
分
け
て
施

行
す
る
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
は
分
科
会
に
対
し
て
、
第
１
次
の

施
行
日
が
同
月
２５
日
の
閣
議
で
９
月
３０
日
に

決
定
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
第
１
次
施
行

は
法
違
反
の
企
業
名
公
表
や
虚
偽
報
告
に
対

す
る
過
料
と
い
っ
た
罰
則
制
度
の
ほ
か
、
都

道
府
県
労
働
局
長
の
紛
争
解
決
援
助
制
度
の

創
設
、
事
業
主
に
対
す
る
苦
情
の
自
主
的
解

決
の
努
力
義
務
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
他

に
先
行
し
て
施
行
す
る
こ
と
で
育
休
を
理
由

と
し
た
解
雇
な
ど
の
増
加
に
歯
止
め
を
か
け

る
狙
い
。

ま
た
２
０
１
０
年
４
月
１
日
の
第
２
次
施

行
に
つ
い
て
は
、「
均
等
法
の
調
停
制
度
を

下
敷
き
に
仕
組
み
づ
く
り
を
急
ぐ
」
示
唆
し

て
い
る
。

３
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
対

す
る
短
時
間
勤
務
制
度
の
措
置
義
務
化
や
、

所
定
外
労
働
免
除
の
制
度
化
の
ほ
か
、
子
の

看
護
休
暇
の
拡
充
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得

促
進
策
（
パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
）、
短

期
の
介
護
休
暇
の
新
設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
第
３
次
施
行
に
つ
い
て
は
、
省
令
対
応
事

項
と
指
針
対
応
事
項
に
分
け
て
施
行
に
当
た

り
規
定
す
る
必
要
事
項
を
明
示
し
、
そ
の
方

向
性
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

ま
ず
短
時
間
勤
務
制
度
の
措
置
義
務
化
に

つ
い
て
は
、
対
象
外
と
な
る
所
定
労
働
時
間

が
短
い
労
働
者
の
範
囲
を
「
１
日
６
時
間
以

下
」
な
ど
に
規
定
す
る
方
針
。
所
定
外
労
働

免
除
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
労
使
協
定
等

に
よ
り
対
象
外
と
な
る
労
働
者
の
範
囲
を

「
雇
用
期
間
１
年
未
満
」
な
ど
と
す
る
予
定
。

子
の
看
護
休
暇
に
つ
い
て
は
、
取
得
事
由

に
「
子
ど
も
の
予
防
接
種
、
健
康
診
断
の
受

診
」
を
追
加
。
介
護
休
暇
に
つ
い
て
は
、
世

話
の
範
囲
と
し
て
「
要
介
護
状
態
に
あ
る
家

族
の
通
院
の
付
き
添
い
な
ど
」
に
も
広
げ
る
。

パ
パ
・
マ
マ
育
休
プ
ラ
ス
を
含
む
育
児
休

業
に
つ
い
て
は
、
育
休
の
再
度
取
得
要
件
を

「
長
期
の
子
の
疾
病
が
発
覚
し
た
場
合
や
、

現
在
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
上
に
新
た
な
保
育
所
等
に
入
所
申
請
し

た
が
当
面
入
所
で
き
な
い
場
合
」
に
も
認
め

る
。
こ
の
ほ
か
育
児
休
業
申
出
書
な
ど
に
対

す
る
休
業
期
間
に
関
す
る
書
面
も
、「
休
業

開
始
・
終
了
予
定
日
な
ど
を
明
示
」
し
て
事

業
主
が
労
働
者
に
交
付
す
る
よ
う
明
記
す
る

方
針
。

不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
な
ど
指
針
事
項

を
含
む
詳
細
な
原
案
に
つ
い
て
厚
労
省
は
、

次
回
分
科
会
の
会
合
に
提
示
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。

改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法

平
成
２２
年
７
月
施
行

昨
年
末
、
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
成

立
し
ま
し
た
。
そ
の
施
行
の
多
く
が
平
成
２２

年
７
月
以
降
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
小
企
業

（
１
０
１
〜
３
０
０
人
規
模
）
に
対
す
る
障

害
者
雇
用
納
付
金
制
度
の
適
用
範
囲
拡
大

（
段
階
的
実
施
）お
よ
び
短
時
間
労
働
者（
週

２０
〜
３０
Ｈ
未
満
）
を
障
害
者
法
定
雇
用
者
数

の
算
定
基
礎
に
含
め
る
な
ど
、
企
業
実
務
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
改
正
点
が
数
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
策
検
討
と
準
備
は

も
は
や
待
っ
た
な
し
と
い
え
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１
、
身
体
、
知
的
障
害
者
の
短
時
間
労
働
者

は
０.５
カ
ウ
ン
ト

ノ
ー
カ
ウ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
た
身
体
、
知

的
障
害
者
の
短
時
間
労
働
者
が
、
今
回
の
改

正
に
よ
り
、
０.５
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
身
体
、
知
的
障
害
者
を
短
時

間
労
働
者
と
し
て
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
法
定

雇
用
率
を
算
定
す
る
際
の
分
子
に
だ
け
含
む

と
い
う
の
が
、
改
正
前
の
考
え
方
だ
っ
た
が
、

今
改
正
で
は
、
も
う
一
歩
進
ん
で
、
そ
れ
を

分
母
に
も
カ
ウ
ン
ト
し
よ
う
と
い
う
考
え
方

を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
務
に
大
き
く
影

響
す
る
（
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
）。

２
、
納
付
金
の
対
象
と
な
る
企
業
規
模
が
３

０
１
人
以
上
か
ら
１
０
１
人
以
上
へ

納
付
金
制
度
の
対
象
と
な
る
企
業
規
模
が

現
行
の
３
０
１
人
以
上
か
ら
、
１
０
１
人
以

上
へ
移
行
す
る
。納
付
金
制
度
で
は
、原
則
と

し
て
、納
付
金
対
象
企
業
か
ら
、調
整
金
対
象

企
業
や
報
奨
金
対
象
企
業
へ
と
お
金
が
動
い

て
い
る
が
、
法
定
雇
用
率
を
超
過
し
て
い
る

も
の
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
企
業
が
２１
・

０
％
に
上
る
。
納
付
金
対
象
の
範
囲
が
拡
大

す
れ
ば
、超
過
し
て
い
る
の
に「
給
付
な
し
」

と
な
っ
て
い
る
企
業
は
減
る
の
で
は
な
い
か
。

３
、
特
例
子
会
社
な
く
て
も
企
業
全
体
で
率

の
通
算
が
可
能
に

大
企
業
で
障
害
者
雇
用
が
進
ん
で
い
る
一

因
は
、
特
例
子
会
社
制
度
が
あ
る
た
め
だ
ろ

う
。
同
制
度
は
、
別
法
人
の
子
会
社
で
あ
っ

て
も
、
障
害
者
雇
用
の
た
め
の
様
々
な
環
境

を
整
備
す
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

厚
労
相
の
認
可
が
得
ら
れ
れ
ば
、
親
会
社
の

雇
用
と「
み
な
さ
れ
る
」と
い
う
も
の
。
特
例

子
会
社
は
現
在
、
約
２
５
０
社
あ
る
。
超
優

良
大
手
企
業
で
な
い
と
、
な
か
な
か
特
例
子

会
社
を
作
り
に
く
い
が
、
今
改
正
で
、
特
例

子
会
社
を
作
ら
な
く
て
も
、
一
定
の
要
件
を

充
足
し
た
場
合
に
は
、
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体

で
実
雇
用
率
を
通
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

４
、
今
後
の
実
務
へ
の
指
針

今
後
の
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
方
向
性

と
し
て
、
�
特
例
子
会
社
の
設
立
、
�
「
障

害
者
向
き
」
と
考
え
て
い
た
職
種
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
企
業
全
体
を
見
渡
し
た
職
域
の
拡
大
、

�
職
場
実
習
の
受
け
入
れ
、
こ
れ
ら
の
点
を

検
討
す
る
と
よ
い
。
障
害
者
雇
用
の
こ
と
で

困
っ
た
ら
、
厚
生
労
働
省
、
都
道
府
県
労
働

局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
す
る
ほ
か
、「
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
相
談

窓
口
が
あ
る
。

平
成
２１
年
度

出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
等
が
一
部
改
正

平
成
２１
年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
、「
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と

の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱

し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法

の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」（
以
下
「
改

正
法
」
と
い
い
ま
す
。）
が
可
決
・
成
立
し
、

平
成
２１
年
７
月
１５
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
法
に
お
い
て
は
、
在
留
カ
ー
ド
の
交

付
な
ど
新
た
な
在
留
管
理
制
度
の
導
入
を
始

め
と
し
て
、
特
別
永
住
者
証
明
書
の
交
付
、

研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
見
直
し
、
在
留
資

格
「
留
学
」
と
「
就
学
」
の
一
本
化
、
入
国

者
収
容
所
等
視
察
委
員
会
の
設
置
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

１

在
留
カ
ー
ド
の
交
付
な
ど
新
た
な
在
留

管
理
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

２

特
別
永
住
者
の
方
に
は
特
別
永
住
者
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。

３

研
修
・
技
能
実
習
制
度
を
見
直
し
ま
す
。

４

在
留
資
格
「
留
学
」
と
「
就
学
」
を
一

本
化
し
ま
す
。

５

入
国
者
収
容
所
等
視
察
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。

６

拷
問
等
禁
止
条
約
等
の
送
還
禁
止
規
定

を
明
文
化
し
ま
し
た
。（
注
１
）

７

在
留
期
間
更
新
申
請
等
を
し
た
方
に
つ

い
て
在
留
期
間
の
特
例
を
設
け
ま
す
。

８

上
陸
拒
否
の
特
例
を
設
け
ま
す
。

９

乗
員
上
陸
の
許
可
を
受
け
た
方
は
乗
員

手
帳
等
の
携
帯
・
提
示
義
務
が
生
じ
ま

す
。

１０

不
法
就
労
助
長
行
為
等
に
的
確
に
対
処

す
る
た
め
に
退
去
強
制
事
由
等
を
設
け

ま
す
。

（
※
）１
、
２
に
伴
い
、
外
国
人
登
録
制
度
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。

施
行
日（
注
２
）
に
つ
い
て

○
公
布
の
日
か
ら
３
年
以
内
↓
１
、
２

○
公
布
の
日
か
ら
１
年
以
内
↓
３
、
４
、
５
、

７
、
８
、
１０

○
公
布
の
日
か
ら
６
月
以
内
↓
９

○
公
布
の
日
か
ら
↓
６

（
注
１
）拷
問
等
禁
止
条
約
と
同
様
の
規
定
が

あ
る
強
制
失
踪
条
約
に
つ
い
て
は
、

当
該
条
約
が
発
効
次
第
、
施
行
さ
れ

ま
す
。

（
注
２
）施
行
日
は
、
政
令
で
定
め
ま
す
。

―２２―
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改
正
労
基
法
で
９
月
８
日

労
務
管
理
講
座
開
催

平
成
２２
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正
労
基
法
へ
の

対
応
の
主
要
点

今
回
の
労
働
基
準
法
の
改
正
は
、
長
時
間
労

働
を
抑
制
し
、
労
働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
と

と
も
に
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ
た
社
会
を

実
現
す
る
観
点
か
ら
、
労
働
時
間
に
係
る
制
度

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の

主
た
る
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
１
ヵ
月
４５
時
間
を
超
え
６０
時
間
ま
で
の
時

間
外
労
働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
に
つ
い
て
は
、

２
割
５
分
を
上
回
る
労
使
協
定
を
締
結
す
る
よ

う
努
力
義
務
を
課
す
こ
と
、
�
月
６０
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
を
５０
％
以
上

に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
�
月
６０
時
間
を
超
え
て

時
間
外
労
働
を
さ
せ
た
労
働
者
に
つ
い
て
、労
使

協
定
に
よ
り
、引
上
げ
分
の
割
増
賃
金
の
支
払
に

代
え
て
有
給
の
休
暇
を
与
え
る
こ
と
も
可
能
と

す
る
こ
と
、�
年
次
有
休
休
暇
に
つ
い
て
、労
使

協
定
に
よ
り
、５
日
の
範
囲
内
で
時
間
単
位
で
の

取
得
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
�
中
小
事
業
主
に

つ
い
て
は
、
割
増
賃
金
率
の
５０
％
へ
の
引
上
げ

を
猶
予
し
、
法
施
行
後
３
年
を
経
過
し
た
後
に

検
討
を
行
う
こ
と
、
と
し
こ
の
改
正
は
平
成
２２

年（
２
０
１
０
年
）４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

割
増
賃
金
引
上
げ
な
ど
の
努
力
義
務
が
労
使
に

課
さ
れ
ま
す
（
企
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
適

用
さ
れ
ま
す
）

限
度
時
間
（
１

ヵ
月
４５
時
間
）

を
超
え
る
時
間

外
労
働
を
行
う

場
合
…
２５
％
を

超
え
る
率

�
「
時
間
外
労

働
の
限
度
基
準
」（
平
成
１０
年
労
働
省
告
示

第
１
５
４
号
	
限
度
基
準
告
示
）
に
よ
り
１

ヵ
月
に
４５
時
間
を
超
え
て
時
間
外
労
働
を
行

う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
労
使
で
特
別
条

項
付
き
の
時
間
外
労
働
協
定
を
締
結
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に

�
特
別
条
項
付
き
の
時
間
外
労
働
協
定
で
は
、

月
４５
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
対
す

る
割
増
賃
金
率
も
定
め
る
こ
と

�
�
の
率
は
法
定
割
増
賃
金
率
（
２５
％
）
を

超
え
る
率
と
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

�
月
４５
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
を
で
き

る
限
り
短
く
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
注
１
）（
注
２
）

（
注
１
）労
使
は
、
時
間
外
労
使
協
定
の
内
容
が

限
度
基
準
告
示
に
適
合
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
注
２
）限
度
基
準
告
示
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
平
成
２１
年
厚
労
省
告
示
第
３
１
６

号
）。

七
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日

◆
七
・
二
一

西
部
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
丸

広
百
貨
店
）

◆
七
・
二
二

南
部
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
川

口
リ
リ
ア
）

◆
七
・
二
三

人
事
管
理
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
四

北
部
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
リ

ケ
ン
）

◆
七
・
二
七

第
三
〇
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第

一
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
八

中
部
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
九

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
四

小
笠
原
洋
上
研
修
第
二
回
集
合

研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
五
・
二
六

第
一
種
・
第
二
種
衛
生

管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
五

平
成
二
一
年
度
北
欧
社
会
経
済
視

察
（
〜
一
三
）

◆
九
・
八

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
九
・
九
・
一
〇

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管

理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

東
海
・
関
東
圏
で
の
地
震
発
生
、日
照
時

間
が
少
な
く
長
引
く
梅
雨
状
態
、
そ
し
て

早
い
時
期
か
ら
の
台
風
到
来
で
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
と
、
考
え
ら
れ
な
い
よ
う

な
気
候
が
日
本
を
襲
っ
て
い
る
。

以
前
に
も
同
様
な
気
候
が
平

成
五
年
に
日
本
を
襲
い
、
米
を

輸
入
（
タ
イ
米
）
し
て
大
き
な

話
題
を
呼
ん
で
い
た
。

よ
う
や
く
食
糧
自
給
率
も
４１

％
に
と
報
道
さ
れ
た
が
、
今
年

は
農
作
物
も
高
騰
し
て
い
る
し
、

米
も
多
分
不
作
に
な
る
で
あ
ろ

う
。こ

れ
ら
が
地
球
温
暖
化
の
影

響
と
考
え
る
な
ら
ば
、
世
界
各

国
で
Ｃ
Ｏ
２

を
流
出
し
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
、
将
来
地
球

上
で
の
諸
々
な
異
常
現
象
発
生

が
実
に
恐
ろ
し
い
と
い
え
る
。

気
候
異
変
の
平
成
五
年
に
日

本
政
治
で
も
異
変
が
起
こ
っ
て

い
る
。
自
民
党
宮
沢
内
閣
の
不
信
任
が
可

決
さ
れ
、国
会
が
解
散
、そ
の
後
に
細
川
内

閣
が
誕
生
し
て
い
る
。
今
年
も
八
月
三
十

日
に
総
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
が
、
果
た
し

て
そ
の
結
果
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
日
経
新
聞

で
気
に
な
る
記
事
を
二
つ
見
た
。

一
つ
は
「
世
帯
収
入
で
成
績
格
差
」
―

１
２
０
０
万
円
以
上
で
正
答
率
８
ポ
イ
ン

ト
高
く
―

二
つ
は
「
株
主
よ
り
も
従
業
員
を
重

視
」
―
新
任
役
員
５１
％
―
で
あ
る
。

学
習
塾
や
通
信
教
育
な
ど
学
校
外
教
育

支
出
が
多
い
家
庭
ほ
ど
正
答
率
が
高
い
と

の
こ
と
、「
五
万
円
以
上
支
出
す
る
」
と

回
答
し
た
家
庭
の
正
答
率
が
算
数
Ｂ
で

７１
・
２
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
支
出

な
し
」
は
４４
・
４
％
と
の
デ
ー
タ
が
出
て

い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
記
事
を
話
題
に

す
る
家
庭
で
、
子
供
の
学
力
が
高
い
こ
と

も
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
。
―
全
国
学
力
テ

ス
ト
を
受
け
た
公
立
小
学
校
六

年
生
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
専

門
会
議
か
ら
―

景
気
が
低
迷
し
て
い
る
時
期

で
も
あ
る
し
、
ノ
ー
残
業
制
を

実
施
し
早
め
に
帰
宅
し
て
家
族

全
員
で
の
食
事
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
は
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。
無
駄
な
企
業

の
照
明
や
華
や
か
な
ネ
オ
ン
も

Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
寄
与
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。

新
任
役
員
の
従
業
員
重
視
が

日
本
能
率
協
会
の
調
査
で
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
、果
た
し
て
こ
れ

が
本
音
な
の
で
あ
ろ
う
か
。そ
し

て「
日
本
的
な
経
営
」（
長
期
的

成
果
）
を
追
求
す
る
と
回
答
し

た
役
員
が
四
分
の
三
と
も
あ
る

が
、
彼
等
が
考
え
る
日
本
的
な
経
営
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

何
れ
に
し
て
も
、
以
前
か
ら
提
唱
し
て

い
る
企
業
風
土
の
構
築
や
人
材
育
成
な
ど

を
、
景
気
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
今
後
は
長

期
的
に
真
剣
に
と
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
願
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

政
治
家
に
も
企
業
経
営
者
に
も
将
来
に

向
け
て
の
「
夢
・
希
望
・
安
定
・
安
心
」

の
実
現
に
期
待
し
た
い
。

事
業
だ
よ
り

第１７１回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

労働基準法の一部を改正する法律の概要

長時間労働者の割合の高止まり等に対応し、生活時間を確保しながら働くことが
できるようにするため、労働時間制度の見直しを行う等所要の改正を行う。

○割増賃金２５％

◎労使で時間短縮・割増賃金
率引上げ（努力義務）

◎割増賃金 ５０％（法的措置）
（注）
◎引上げ分の割増賃金の支払
いに代えて有給の代替休暇
付与も可能（労使協定）→導
入しなくてもよい

○１ヵ月の時間外
労働

～４５時間

４５時間超～

６０時間超～

�時間外労働の削減

○時間外労働
○割増賃金２５％

� 概要
〈改訂後〉〈現在〉

◎５日分は、子の通院等の事由などに対応して、
時間単位での年休取得を可能とする。（労使
協定）→導入しなくてもよい

�年次有休休暇の有効活用

○日単位での年休
取得

（注）
６０時間を超える時間外労働に対して割増賃金を５０％とする部分については、
中小企業に対して猶予措置を講ずる（
のその他の部分及び�については猶予
措置なし）。

� 施行期日 平成２２年４月１日

講師の安西�弁護士

―２３―
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★
第
３０
次
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、
島
内
研
修

日
時

１０
月
１
日
�
〜
６
日
�
５
泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
現
地
交
歓
会
、
課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ
１０
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
２
日
�
９
時
３０
分
〜
１８
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４
研
修
室

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、
通
信
教
育
修
了

式
、
研
修
修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
第
４５
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
１
講

日
時

１０
月
１９
日
�
１０
時
〜
１６
時
４５
分

会
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〉
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埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
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♪埼玉音協主催
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平成21年 12月18日（金）

18 : 00開場 18 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
毎回ご来場の皆様から「とにかく笑った！」「また聴きたい」の
お言葉を頂戴し、今年で３回目の公演となりました。
リピーター続出公演です�

＊お申込みは FAXにてお願いいたします。（埼玉音協 FAX：048‐641‐0924）

爆爆笑笑
ラライイ
ブブ
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